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サポート

次の HP OpenView Web サイ ト を参照して ください。

http://www.managementsoftware.hp.com/ 

この Web サイ トでは、 HP OpenView で提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご

覧いただけます。

また、 サポートの Web サイ トに直接アクセスいただく こ と もできます。

http://support.openview.hp.com/ 

HP OpenView オンライン ソフ ト ウェア サポートは、お客様自身が問題を解決するための機能を提

供します。 ビジネスの管理に必要な、 インタラ クティブなテクニカル サポート  ツールに迅速かつ

効率的にアクセスする方法が用意されています。 サポート  サイ ト を利用されるお客様には、 次の

よ うな利点があ り ます。

• 目的に合った知識ドキュ メン ト を検索できます。

• サポート  ケースを提出し、 進捗状況を追跡できます。

• サポート契約の管理を行えます。

• HP サポート契約を検索できます。

• 利用できるサービスに関する情報を検索できます。

• ソフ ト ウェアを利用する他のお客様と対話できます。

• ソフ ト ウェア ト レーニングを調べ、 登録できます。

サポートのほとんどの領域は、HP Passport ユーザーと してのご登録と、ログインを必要と します。

また、 多くのサポートはサポート契約を必要と します。

アクセス  レベルの詳細については、 次の Web サイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID の登録は、 次の Web サイ トで行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do 
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サポート終了に関するお知らせ

OVO 7.5 でのサポート終了

次のプラ ッ ト フォームは、 OVO 7.5 ではサポート されません。 次のドキュ メン トに記載されてい

るサポート  マ ト リ クスも合わせてご覧ください。
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf

管理ノード  / エージェン ト  プラッ ト フォーム

• Debian Linux 2.x

• Novell Netware 4.1x

• HP-UX 10.20

Web コンソール プラッ ト フォーム

• Microsoft Internet Explorer 4.0 および 5.0

• Netscape 4.7

統合ソリューシ ョ ン

• Reporter 3.01、 3.02、 および 3.5

• NNM 6.2 および 6.41

• PD 1.1

• OVIS 4.0、 4.5、 および 5.0

OVO 7.5 後のサポート終了

HP OpenView Operations for Windows の 7.5 後の主要 リ リ ースでは、 次の管理ノード  プラ ッ ト

フォームがサポート されな くなる予定です。

HP では、お客様のご意見をお待ちしており ます。次回の主要リ リースでも、 こ こに示す管理ノー

ド  プラ ッ ト フォームのサポート を希望される場合は、 HP の担当営業またはサポート担当者まで

ご連絡ください。

管理サーバー プラッ ト フォーム

次の管理サーバー プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Windows 2000 Server/Advanced Server/Datacenter Server Edition
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管理ノード  プラッ ト フォーム

次のエージェン ト  プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Windows NT 4.0 Workstation/Server/Enterprise Edition

• HP-UX 11.22

• Tru64 UNIX 4.x、 5.0A、 5.1

• AIX 4.3.1、 4.3.2、 および 4.3.3

• OpenVMS 7.3.1

• SuSE Linux 6.x、 7.x、 および 8.0

• RedHat Linux 6.x、 7.x、 8.0、 および 9.0

• Mandrake Linux 9.2

• Turbo Linux 6.x および 7.0

Web コンソール プラッ ト フォーム

次の Web コンソール プラ ッ ト フォームのサポートは終了する予定です。

• Microsoft Internet Explorer 5.5
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このマニュアルについて

このガイ ドは、Windows に習熟した管理者を対象と しています。説明する内容は、
次のとおりです。

• 第 1 章は、このガイ ドの対象範囲について説明します。次の内容が含まれます。

— OVO for Windows と コア SPI の概要

— OVO に含まれる製品のリ ス ト

— インス トール計画用チェッ ク リ ス ト

• 第 2 章 「要件」 で説明する内容は、 次のとおりです。

— OVO の管理サーバーと管理コンソールのインス トールに必要な、 ソフ ト
ウェアおよびハード ウェアの要件

— OVO を正し く実装するために必要なセキュ リ ティ とアカウン トに関する
情報

— OVO のファイアウォール設定

• 第 3 章 「リモート  データベースのインス トール」 は、 リモート  データベース
のインス トール手順を示します。

• 第 4 章 「OVO の標準インス トール」 と第 5 章 「OVO のク ラスタ  インス トー
ル」 は、 ク ラスタ化されていない環境と、 ク ラスタ化されている環境に OVO
をインス トールする手順を示します。
11
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• 第 6 章 「OVO のアンインス トールと  再インス トール」 は、 OVO のアンイン

ス トールと再インス トールについて説明します。

• 第 7 章 「インス トール後の作業」 は、OVO の使用について簡単に説明します。

• 付録 「ドキュ メン ト 」 は、 使用可能なドキュ メン ト 、 ファ イル名、 および場
所を示します。

OVO for Windows について

 HP OpenView Operations for Windows (OVO) は分散型のク ラ イアン ト  / サーバー

ソフ ト ウェア ソ リ ューシ ョ ンです。サービス主導型のイベン ト を提供し、 ビジネ

ス  ク リ テ ィ カルなエンタープラ イズ システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびサー

ビスのパフォーマンスを管理します。

OVO はさまざまな機種が分散している  e- ビジネス  インフラス ト ラ クチャを管理

できます。 Windows と  UNIX の幅広いシステム、 および電子商取引、 Web サー

バー、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー、 会議システム、 電子メール、 データベース、

ERP ソフ ト ウェアなどの各種アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。

この付録に一覧表示される 「ドキュ メ ン ト 」 は、 有益な情報源と して
利用できます。 十分に目を通して ください。

従来の 『OVO for Windows インス トール ガイ ド  バージ ョ ン  7.21』 に記載されて

いた情報の一部は、 次の場所に転載されています。

• 「セキュ リ ティ  グループおよびアカウン ト 」 - オンライン ヘルプの 「環境の管

理」 → 「OVO セキュ リ ティ」 → 「HP-OVE-User アカウン トおよび 
HP-OVE-Group アカウン ト 」

• 「NTFS のアクセス要件」 - オンライン ヘルプの 「環境の管理」 → 「OVO セ
キュ リ ティ」 → 「NTFS パーティシ ョ ンのアクセス要件」

• 「ツールの設定」 - オンライン  ヘルプの 「環境の管理」 → 「ツールの設定」

• OVO 7.5 がサポートするエージェン ト 、 管理サーバー、 コンソール プラ ッ ト

フォームについては、 以下に記載されているサポート  マ ト リ クスを参照して

ください。
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/
OVOWSuppMatrix.pdf
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OVO には、コンソールおよびサーバー機能があ り、管理ノードにインス トールさ

れたエージェン ト を使用してパフォーマンスおよびイベン ト を一元的に監視し
ます。 アドオンおよび SPI を使用するには、事前に管理サーバーに OVO をインス

トールしておく必要があ り ます。

OVO の基本機能と し て含まれる コ ンポーネン ト  (3 つのコ ア SPI、 NDAOM、

NNMA) は、 単独で購入またはインス トールする必要はあ り ません。

メディアに含まれ、 このドキュ メン トで説明する、 その他すべての製品について
は、 追加のライセンスを購入する必要があ り ます。

Smart Plug-in for Windows Operating System

Smart Plug-in for Windows Operating System (Windows OS SPI) によ り、 Windows
ノードの運用とパフォーマンスを管理する事前設定ポ リ シーおよびツールが提
供されます。 この機能は OVO 製品の一部と して提供され、 Windows アプ リ ケー

シ ョ ン (MS BackOffice アプ リ ケーシ ョ ン、 MS Web Server、 ウ ィルス対策アプ リ

ケーシ ョ ン、 VERITAS Backup、 Citrix MetaFrame、 Dell OpenManage、 HP Systems
Insight Manager、Active Directory の基本監視機能など ) を管理するためのポ リシー

など、 システムと基本的なアプリ ケーシ ョ ンの管理が含まれています。 管理ポ リ
シーは、 必要に応じて容易にカスタマイズできます。

Windows OS SPI は、OVO や関連製品とシームレスに統合されています。 この統合

によ り、 ポ リシー、 ツール、 および強力なサービス自動検出機能が提供されます。

Smart Plug-in for UNIX Operating System

Smart Plug-in for UNIX Operating System (UNIX OSSPI) は OVO と完全に統合され

ており、 UNIX システムの分散環境の管理を可能にします。

UNIX OSSPI は、 UNIX オペレーティング システムと、 関連するソフ ト ウェアお

よびハード ウェアの可用性を監視し、 機能を管理します。 UNIX OSSPI が主に提

供する機能は、UNIX ベースの IT インフラス ト ラ クチャで使用される主要要素を

迅速に制御するための、 事前に定義されたポ リ シー、 ツール、 ユーザー ロール

と、 強力なサービス自動検出機能です。
13
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Smart Plug-in for Web Server

HP OpenView Web Server SPI は、Web サーバーの監視と管理に使用されます。Web
サーバーのプロセス、 ログ ファ イル、パフォーマンスを監視するための、事前に

設定されたポ リ シーと、 管理のためのツールが提供されます。 この SPI が現時点

でサポートする  Web サーバーは、 次のとおりです。

• Apache Software Foundation (ASF) の Apache と  HP Apache

• iPlanet

• SunONE

OVO に含まれる製品

OVO for Windows の CD

HP OpenView Operations 7.5 for Windows 製品には、 スタート アップ CD と スタン

ドアロン  エージェン ト  CD の 2 枚の CD が含まれます。

• サーバーに OVO コンソール、サーバー、またはリモート  コンソールをインス

トールする と きは、 スタート アップ CD を使用します。 OVO スタート アップ

CD にはコア SPI が含まれています。 また、 OVO が OV Network Node Manager
など他の製品と統合されている場合に、その製品を使用して OVO の機能を拡

張するためのモジュールも格納されています。 このモジュールには、 Network
Node Manager Adapter と  Network Diagnosis Add-On Module があり ます。

• OVO コンソールおよびサーバーのインス トール後に、 管理対象のノードに

CD から  OVO エージェン ト を手動でインス トールする と きは、 スタンドアロ

ン  エージェン ト  CD を使用します。

スタート アップ CD には、OVO のインス トール ガイ ド とアップグレード  ガイ ド、

OVO リ リース  ノー ト、 コア SPI リ リース  ノー ト、 Reporter 3.6 ReadMe、 および

ホワイ トペーパーも格納されています。 すべての リ リース  ノー ト  ドキュ メ ン ト

は、 CD の \Documentation\Releasenotes ディ レク ト リに保存されていま

す。 ホワ イ トペーパーは \Documentation\Whitepapers ディ レ ク ト リ に保

存されています。 次のよ うなホワイ トペーパーがあ り ます。
14



第 1 章
• OVOWFirewall_.pdf

• OVOW_6.x_Upgrade.pdf

• OVOW_NodeName_Change.zip

• OVOW_HA-with_SQL_Log_Shipping.zip

• Backup / Restore.pdf

メディア キッ ト

HP OV メ デ ィ ア キ ッ ト には、 HP OV Operations for Windows CD のほかに SPI
(Smart Plug-in) が含まれており、「アドオン」 製品が含まれる場合もあ り ます。 SPI
とアドオン製品は、HP OV Operations for Windows での使用がテス ト されているた

め、 そのままの状態で完全なソ リ ューシ ョ ンの構築に使用できます。 メディ ア

キッ トに含まれるソフ ト ウェアは次のとおりです。

• HP OpenView Operations 7.5 for Windows ( スタート アップ CD、 スタンドアロ

ン  エージェン ト  CD)

• OpenView Operations 7.5 for Windows 用の HP OpenView 新規および更新版 SPI
(Volume 1 CD、 Volume 2 CD)

• HP OpenView Reporter 3.6

• HP OpenView Performance Manager 5.0 for Windows

• HP OpenView Network Node Manager 7.5 for Windows(r) 2000, Windows(r) XP,
Windows Server™ 2003 ( 現在は NNM に組み込まれている  Problem Diagnosis
を含みます )

OVO 7.5 インス トール用メディアのファ イルをファ イル システムにコピーする

場合は、 適用される制約に注意してください。 初期バージ ョ ンの OVO とは異な

り、 製品 CD のすべてを 1 つのフォルダにコピーするこ とはできません。 基本部

分の CD と  SPI の CD は、 別々のフォルダに保存してください。

パスに英語以外の文字が含まれる場合、英語以外のシステムに英語バージ ョ ンの

OVO for Windows 7.5 をインス トールするこ とはできません。
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• HP OpenView Performance Agent ( プラ ッ ト フォームごとのバージ ョ ンについ

ては、 各 CD を参照 )

• HP OpenView Internet Services 6.0

OVO for Windows Limited Edition には、 ア ド オン製品は含まれません。 また、

Limited Edition には、 ローカライズされたバージ ョ ンが用意されていない場合が

あ り ます。

OVO と統合された SPI (Smart Plug-in) は、 そのままの状態で使用できるモジュー

ルであ り、 エンタープライズ オペレータが、 Microsoft Exchange、 データベース、

Microsoft Active Directory などから構成される複雑なビジネス  アプ リ ケーシ ョ ン

および IT インフラス ト ラ クチャを監視し、 管理できるよ う支援します。

SPI は、 OV Operations 7.5 for Windows コンソールおよび管理サーバーのインス

トール後にインス トールします。 SPI の詳細については、 OpenView Operations 7.5
for Windows の新規および更新版 SPI の Volume 1 CD に収録されている ドキュ メ

ン ト を参照して ください。

メディア キッ トの内容は、OVO 7.5 以降へのバージ ョ ンアップ前に変更される可

能性があ り ます。 よ り新しいバージ ョ ンの製品が収録され、評価用の製品が追加
または削除される可能性があ り ます。 また、 HP OpenView Operations for Windows
Limited Edition とは、 パッケージの内容が異なる場合があ り ます。

製品のドキュ メン トについては、 付録 A、 「ドキュ メン ト 」 を参照して ください。
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インストール計画用チェ ックリス ト

OVO のインス トールを計画する際には、 次のチェ ッ ク リ ス ト を使用して、 コン
ソール、 サーバー、 または両方のインス トールを開始する前に重要な情報を確認
して ください。

タスク  1: OVO コンソール / サーバーをインストールする場所

タスク  2: 管理対象ノードへのソフ トウェア (OVO エージェン トおよびパッケージ ) の
インストールに適用される企業ポリシー

Windows ノードの管理と、 ノードへの OVO エージェン トのインス トールを  OVO
サーバーに自動的に実行させるか、 または OVO エージェン トおよびパッケージ
を手動でインス トールするか。

どちらの種類のインス トールを選択するかについては、 34 ページの 「セキュ リ
ティ要件」 を参照して ください。

___ これまでに OVO をインス トールしたこ とがないサーバー

この場合は、このチェッ ク リ ス トの残りの項目を確認し、第 2 章
「要件」 に進み、 OVO の初めてのインス トールについて詳細な

情報を参照してください。

___ 以前にインス トールした OVO を削除したシステム

この場合は、 チェ ッ ク リ ス ト の残りの項目と、 その後の 「再イ
ンス トール計画用チェッ ク リ ス ト 」 を確認して ください。

___ OVO がすでにインス トールされており、OVO のアップグレード

を検討しているシステム

この場合は、 OVOW スタート アップ CD のド キュメ ント  ディ レク
ト リ に格納されている 『HP OV Operations 7.5 for Windows アッ プグ
レード  ガイド 』 を参照してく ださ い。 こ のアッ プグレード  ガイ
ド は、 ク ラスタ化されていない OVO サーバーから  MS Cluster で
稼動する  OVO サーバーにデータ を移行するための、 アッ プグ
レード 手順および並列移行手順についても説明しています。

___ Microsoft Cluster 上の OVO 仮想サーバー

この場合は、 このチェッ ク リ ス トの残りの項目を飛ばして、第 5
章 「OVO のク ラスタ  インス トール」 に進みます。 このチェッ ク

リ ス トは、 Microsoft Cluster への OVO のインス トールには適用

されません。
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このセクシ ョ ンは、 インス トール時にどのよ うなアカウン トが作成され、 それが

OVO でどのよ うに使用されるか、 また、 Windows ノードの管理とエージェン ト

のインス トールを自動的に行う  OVO サーバーの機能が、 インス トールの種類に

よってどのよ うに制限されるかについて説明します。 

タスク  3: セキュリティ  ルールを適用するために、 企業が Microsoft Security テンプレート
を使用しており 、 OVO のインスト ールを予定しているサーバーにそれがインス
ト ールされている  

この場合は、インス トールを開始する前に、86 ページの「高度なセキュア Windows
環境への OVO のインス トールと実行」 および 34 ページの 「セキュ リ テ ィ要件」
を参照して ください。

タスク  4: サーバーに完全修飾ド メイン名 (FQDN) が設定されている 

サーバーが FQDN を使用するよ うに設定され、 この FQDN が DNS ネームスペー
ス全体で該当サーバーを一意に識別できるこ とを確認して ください。 

タスク  5: どのようなデータベース構成の利用を検討しているか

( 再インス トールの場合は、 このセクシ ョ ンを飛ばして ください )

___ 新規データベース  (MSDE) を ローカルにインス ト ールするデ
フォルト設定を使用する  

この場合は、次のチェッ ク リ ス ト項目に進んでください。 インス
トール時にデフォル ト設定を使用する場合は、 特別な手順は必
要あ り ません。

___ リ モー ト  システム (OVO をインス ト ールするサーバー以外の
サーバー ) のデータベース  (Microsoft SQL Server 2000 Standard
Edition または Enterprise Edition) を使用する

___ Microsoft SQL Server 2000 Standard Edition または Enterprise
Edition によってインス トールされたデータベースに接続する

• データベースをローカルにインス トールした場合は、 特別
な操作は必要あ り ません。

• データベースを リモート  システム  (OVO をインス トールす
るシステム以外のシステム ) にインス トールした場合は、
OVO のインス トールを開始する前に 51 ページの 「OVO リ
モート  データベース設定ツール」 を参照して ください。 
OVO をインス トールする前にリモート  データベースを設定
する必要があ り ます。 この要件は、Microsoft SQL Server 2000 
Standard Edition または Enterprise Edition を使用する場合に適
用されます。
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エージェン トのインストール

エージェン ト のインス トールは、 OVO Windows サーバーによる管理の対象とす
る  Windows ノードを選択する と、自動的に行われます。 35 ページの 「管理ノード
の追加」 を参照して ください。 

UNIX および Linux システム用のエージェン トは、 手動でインス トールする必要
があ り ます。 サポート されるシステムについては、
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf 
を参照して ください。

再インストール計画用チェ ックリス ト

この リ ス ト は、 以前にインス ト ールされていた OVO をアンインス トールした
サーバーに OVO を再インス トールする場合にのみ使用してください。

タスク  1: HP ITO アカウン トが存在し、 今後もそれを使用する 

デフォル ト では、 OVO 7.5 は実行する  Windows エージェン ト をローカル システ
ム  アカウン トにインス トールします。 ただし、HP ITO アカウン トが存在する場合
は、 インス トーラはその HP ITO アカウン トの使用を継続します ( エージェン ト
がそれを使用する場合 )。 ローカル システム  アカウン ト を使用する場合は、 エー
ジェン ト を手動で切り替える必要があ り ます。 詳細については、 37 ページの 「管
理ノードで使用されるアカウン ト 」 を参照して ください。  

タスク  2: HP-OVE-Group アカウン トが存在する 

既存の Domain HP-OVE-Group アカウン ト を再利用する場合は、 インス トール時
に既存のグループ アカウン ト を指定します。

タスク  3: HP-OVE-User アカウン トが存在する 

既存の HP-OVE-User アカウン ト を再利用する場合は、再インス トール時にこのア
カウン ト を使用するためのパスワードを入力する必要があ り ます。

必要に応じて、Windows ノードにエージェン ト を手動でインス トールするこ と も
できます。エージェン トの手動インス トールは、OV Operations for Windows のエー
ジェン ト  CD または管理サーバーから行います。

エージェン ト の手動インス トールについては、 オンラ イン  ヘルプの 「環境の管
理」 → 「ポ リ シーの管理と配布」 → 「配布関連のタスク」の 「Windows コンピュー
タへのエージェン トのインス トール」 または 「UNIX コンピュータへのエージェ
ン トのインス トール」 を参照して ください。
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HP OpenView Operations for Windows
タスク  4: どのようなデータベース構成の利用を検討しているか ( 再インストール時のみ )

___ 既存の OVO データベース  サーバーが存在するが、 新しいデー

タベース  サーバー (MSDE または SQL2000) を作成する

この場合は、 インス トールを開始する前に、 古いデータベース  
ファイルを削除します。 ローカル MSDE ( リモート  SQL 2000 で
はない ) のインス トールでは、 古いデータベース  ファイルは 
%OvDataDir%\Databases ディレク ト リに格納されています。 
このフォルダ内のすべてのファイルを削除するこ とで、 古い 
Openview データベースと  Reporter データベースを削除できます。

___ OVO 7.2x によってインス トールされた既存の OVO データベー

ス  サーバーを使用する

• 既存のデータベースが MSDE であれば、 OVO 7.5 のインス

トーラは MSDE を再インス トールし、 既存のデータベース  
ファ イルを再利用します。 また、 データベース  スキーマを

新しい OVO 7.5 の構造に更新します。 
• 既存のデータベース  OVOPS が SQL2000 サーバーである場

合、 OVO 7.5 インス トーラは、 このデータベースに再接続で

きます。 OVO が SQL Server 内の OVOPS インスタンスに再

接続するには、 このインスタンスに対する管理権限と、 「sa」
ユーザー パスワードが必要です。 データベース  スキーマは、

インス トール時に新しい OVO 7.5 の構造に更新されます。

注意 :  既存のデータベースを使用する場合は、 操作を行う

前にバッ クアップしておく こ とをお勧めします。 OVO ス
タート アップ CD の \Documentation\Whitepapers 
ディ レク ト リに格納されている  Backup/Restore.pdf 
ファ イルを参照して ください。 

___ MSDE 内の既存の OVO データベース  サーバーを SQL2000 に
アップグレードする

この場合は、 OVO のインス トールが完了した後で、 SQL 管理者

がアップグレードを行う必要があ り ます。 MSDE から  SQL2000
へのアップグレードについては、 SQL2000 のドキュ メ ン ト を参

照して ください。 OVO は、MSDE データベースから  SQL2000 へ
のアップグレードを行いません。
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2

要件
ハードウェア要件

こ こでは、 OVO の 小ハード ウェア要件を示します。  

リモート  コンソール

OVO リモート  コンソール システムは、180 MB 以上の空きディ スク容量を必要と
します。 ただし、 サードパーティ製の追加 SPI や、 統合するその他の OVO アプ
リ ケーシ ョ ンによって、 それ以上のディ スク容量が必要になる場合もあ り ます。

• 500 MHz の Intel Pentium ( または互換 ) プロセッサを搭載した PC、 1 GHz 以
上を推奨。

• ネッ ト ワーク上の共有データからインス トールする場合を除き、 CD-ROM ま
たは DVD-ROM ド ラ イブ。

• 256 MB の物理メモ リ と  512 MB 以上の仮想メモ リ  ( ページ ファ イル )。

• インス トールに必要な 180 MB の空きハードディ スク容量、1 GB 以上を推奨。

• 小要件は 1024 x 768 の解像度を持ち、256 色以上を表示できる  17 インチ モ
ニタ。 1280 x 1024 の解像度を持ち、 256 色以上を表示できる  19 インチ モニ
タを推奨。
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要件
管理サーバーとコンソール

• 1.4 GH ｚ  以上の Intel Pentium 4 ( または互換 ) プロセッサ (32 ビッ ト  モードを
サポートする  AMD Opteron および Athlon 64 CPU)。2 GH ｚ  以上またはデュア
ル CPU システムを推奨。

• 512 MB の物理メモ リ と  512 MB 以上の仮想メモ リ  ( ページ ファ イル )。 1 GB
以上の物理メモ リ を推奨。

• 10 GB 以上のハードディ スク ド ラ イブ空き容量、 インス トール に 1.2 GB を
使用 ( 選択する製品オプシ ョ ンによって異なり ます )。 管理サーバーは、
NTFS ボ リ ュームへのインス トールのみをサポート します。

• イベン ト  データベース とパフォーマンス  データベース用に、 高性能ハード
ド ラ イブの 4 GB 以上の空き容量を推奨。

• ネッ ト ワーク上の共有データからインス トールする場合を除き、 CD-ROM ま
たは DVD-ROM ド ラ イブ。

• 小要件は 1024 x 768 の解像度を持ち、256 色以上を表示できる  17 インチ モニ
タ。 1280 x 1024 の解像度を持ち  ( コンソール システムと して使用する場合 )、
256 色以上を表示できる  19 インチ モニタを推奨。

• マルチプロセッサ システムはサポート されます。

• Microsoft Cluster はサポート されます。

• Microsoft Data Access Components (MDAC) 2.62.7400.0001 以降。

エージェン ト  

OVO 7.5 がサポー トするエージェン ト、 管理サーバー、 コンソールのプラ ッ ト
フォームについては、
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf 
に記載されているサポート  マ ト リ クスを参照して ください。

また、各プラ ッ ト フォームの前提条件については、オンライン  ヘルプの「Windows
コンピュータへのエージェン トの手動インス トール」 または 「UNIX コンピュー
タへのエージェン ト のインス トール」 ( 「環境の管理」 → 「ポ リ シーの管理と配
布」 → 「配布関連のタスク」 ) を参照して ください。
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第 2 章
ソフ トウェア要件

管理コンソール / サーバー結合システム (Windows 2000 
および 2003 のみ )

• Windows 2000 Server Edition または Advanced Server Edition の SP3 以降、 また
は Windows 2003 Standard Edition、Enterprise Edition、または Data Center Edition。

• ドキュ メン トの表示には、 Adobe Acrobat Reader 5.0 以降が必要です。 インス
トール CD からインス トールするか、または Web サイ ト  www.adobe.com か
らダウンロード して ください。

• Internet Explorer 6.0 以降。

• Internet Information Services (IIS) 5.0 または 6.0。 小要件については、 本章の
26 ページを参照して ください。

• OVO を稼動させ、 DNS 検出を使用する場合は、 DNS サーバーを設定する必
要があ り ます。 DNS サーバーは 「ゾーン転送を許可するサーバー」 と して設
定して ください。 DNS と  AD (Active Directory サービス ) のド メ イン名が異な
る場合は、 AD ド メ イン名と一致するよ うに、 DNS サーバーの設定で 「新し
いゾーン」 を作成する必要があ り ます。 また、 OVO で検索できるよ うに、 セ
カンダ リ  DNS サーバーをネーム サーバーのリ ス トに追加するこ と もできま
す。 データがド メ インに伝達され、 OVO の検出によって正し く表示されるま
で、 数時間かかる場合があ り ます。 これらのゾーンを正し く設定する方法に
ついては、 DNS サーバーのマニュアルを参照してください。

リモート管理コンソール

OVO は、 Windows 2000、 XP、 2003 で リモート  コンソールをサポート します。

• Adobe Acrobat Reader 5.0 以降が必要です。 インス トール CD からインス トー
ルするか、 または Web サイ ト  www.adobe.com からダウンロード して くだ
さい。
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要件
• Internet Explorer 5.5 または 6.0 以降。

OVO Web コンソール

 OVO は、次のプラ ッ ト フォームでサポート される  Web コンソールを提供します。

• Windows 2000 SP2 以降で実行されている  Internet Explorer 5.5

• Windows 2000 SP2 以降で実行されている  Internet Explorer 6.0

• Windows Server 2003 で実行されている  Internet Explorer 6.0

• Windows XP で実行されている  Internet Explorer 6.0

• Windows 2000 SP2 以降で実行されている  Netscape 6.1

• RedHat Linux 7.x で実行されている  Netscape 6.1

リモート  OVO コンソールは、 OVO サーバー システムと リモート  コンソール シ
ステムが同一 Windows ド メ インに存在するか、同等の 2 方向のド メ インの信頼性
が確保されている場合にのみサポート されます。 OVO サーバーのインス トール
は、 ド メ イン、 またはローカル HP-OVE-User/HP-OVE-Group を使用できます。

OVO 7.5 がサポー トするエージェン ト、 管理サーバー、 コンソールのプラ ッ ト
フォームについては、
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf 
に記載されているサポート  マ ト リ クスを参照して ください。  
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第 2 章
インストールの前に

インス トールするコンポーネン トの一部は、 前提条件と して、 インス トール前に
いくつかの手順の実行を必要と します。 次に、 前提条件について説明します。 HP
OpenView Express、 HP OpenView VantagePoint for Windows、 または HP OpenView
Operations for Windows の従来バージ ョ ンからアップグレードする場合は、 インス
トールを開始する前に、 次のアップグレード情報をお読みください。

アップグレードを行う場合

HP OpenView VantagePoint for Windows 6.0、 HP OpenView Express、 または HP
OpenView for Windows からアップグレードする場合、 HP OpenView Operations for
Windows のインス トール前にいくつかの手順を実行する必要があ り ます。 現在イ
ンス トールされている製品によっては、データおよび作成したカスタム  ポ リシー
を保存しなければならない場合があ り ます。 この処理を簡単に実行するための
ツールが用意されている場合もあ り ます。

HP OpenView for Windows 7.0 から  7.5 へのアップグレードでは、レポート  コンポー
ネン ト  データベースのバッ クアップと復元の手順について、OVO スタート アップ
CD の \Documentation\Whitepapers ディレク ト リに格納されている  
Backup/Restore.pdf ファイルを参照してください。  また、 オンライン ヘルプ
の 「環境の管理」 → 「データベースの保守」 → 「データベースのバッ クアップ」 の
「レポート  コンポーネン ト  データベースのバッ クアップ」、および 「データベース
の復元」の 「レポート  コンポーネン ト  データベースの復元」 を参照してください。 

HP OpenView for Windows 7.0、 7.10、 または 7.21 から  7.5 へのアップグレードの
詳細については、 アップグレード  ガイ ド  7.5 を参照して ください。  

現在使用している製品をアンインス トールする場合は、そのバージ ョ ンに適用さ
れるアップグレード  ガイ ドを事前にお読みください。 『HP OpenView Operations
for Windows アップグレード  ガイ ド  バージ ョ ン  7.5』を参照して ください。 アンイ

ンス トールを行う と、管理サーバーのデータは削除され、復元できな くなる場合
があ り ます。
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要件
Windows サービスの要件

OVO と  Internet Information Services (IIS)

管理サーバーのインス トール時に、 OVO は IIS に接続し、 それを設定します。 ま
ず、 サイ トに必要である と考えられるすべてのセキュ リ ティ  パッチが IIS に含ま
れているこ とを確認して ください。

OVO は Internet Information Services (IIS) バージ ョ ン 5.0 または 6.0 をサポー ト し
ます。 また、 これを実行するために特定のコンポーネン ト を必要と します。 ウ ィ
ルスからの攻撃を 小にするため、 次に示す必要な基本 Web ページ サービスの
みをインス トールするこ とをお勧めします。

• 共通ファイル (IIS のすべてのインス トールで必要です )

• WWW (World Wide Web) サーバー

• Web コンソールをサポートするために ASP (Active Server Page) を管理サー
バーで有効化

• Internet Information Services Manager (WWW サーバーを選択する と必ずインス
トールされます )

その他の IIS コンポーネン トはすべてオプシ ョ ンです。

利用でき る  IIS のパ ッチについては、 IIS の ド キ ュ メ ン ト 、 および関連する

Microsoft の Web サイ ト を参照して ください。

IIS のデフォルト  ポート を変更する場合には、 OVO オンライン ヘルプの 「レポー

ト 」 から 「デフォルト  ポート を変更する場合の OVO の設定」 を参照して くださ

い。 また、「環境の管理」 → 「デフォルトのポート番号の変更」も参照してください。 

OVO 7.5 のイ ン ス ト ール後に OS をア ッ プグレー ド する  (Windows 2000 から
Windows 2003) 場合は、 OVO Web コンソールと  Graphing Component IIS の拡張が
再度有効となるよ うに、 IIS の設定を調整する必要があ り ます。

1 [ マイ  コンピュータ ] → [ 管理 ] を選択します。

2 [ コンピュータの管理 ] で [ サービスとアプリケーシ ョ ン ] の表示を展開しま
す。

3 [ インターネッ ト  インフォ メーシ ョ ン サービス (IIS) マネージャ ] を選択し、
[Web サービス拡張 ] の表示を展開します。

4 次の 2 つの Web サービス拡張の設定が 「許可」 になっていること を確認します。

— Active Server Pages
— OV Operations performance graphs
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第 2 章
Windows エージェン トに必要なサービス

Windows NT 4.0、 2000、 XP、 および Windows Server 2003 エージェン ト の要件に
は、基本サービス、 インス トールに必要なサービス、特定のポ リシー タイプに必
要なサービス、 およびツールの起動に必要なサービスが含まれます。 必要なサー
ビスはプラ ッ ト フォームによって若干異なり ます。

基本サービス

次の基本サービスが必要です。 これらのサービスを停止するこ とはできません。

• Event Log (Windows 2000/2003、 Windows NT 4.0、 Windows XP)

• Plug & Play (Windows 2000/2003、 Windows XP)

• RPC Service (Windows 2000/2003、 Windows NT 4.0、 Windows XP)

OVO for Windows と と もに Microsoft ツール URLScan がインスト ールされている場
合、OVO のグラフ表示機能は機能しません。問題を解決するには、urlscan.ini
ファ イルで次の設定を変更します。

• UseAllowExtensions=0 を UseAllowExtensions=1 に変更します。

• AllowExtensions セクシ ョ ンに次の行を追加します。

— .exe

— .xml

— .jar

— .class

• IIS を再起動して、 変更を適用します。

デフォルトでは、 URLScan 2.0 の urlscan.ini ファ イルは 
C:\WINNT40\system32\inetserv\urlscan ディ レ ク ト リ にダウン ロード
されます。

このユーティ リ ティに関する  Microsoft の TechNet リ ンクは次のとおりです。 
http://www.microsoft.com/japan/technet/security/tools/urlscan.mspx

ポ リシー タイプには、 「Windows 管理インタフェース」 と 「サービス検出」 が含
まれます。  SNMP と  WMI はオプシ ョ ンです。 しかし、 すべての WinOSSSPI ポ リ
シーが依存しているため、 Windows NT 4.0 では WMI の使用が推奨されます。
Windows のオンライン ヘルプで 「WMI によ り、 システム監視用の基盤が提供さ
れます」 を参照して ください。
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要件
• Security Accounts Manager (Windows 2000/2003、 Windows XP)

インストールとアンインストール

OVO をアンインス トールする場合は、 インス トール時と同じサービスが必要で
す。 必要なサービスはプラ ッ ト フォームによって若干異なり ます。 次に、Windows
2000/2003 と  Windows XP で必要と されるサービスの一部を例と して示します。
記載されている目的は、 サービスの使用例ですが、 サービスの用途はこ こに記載
したもの以外にもあ り ます。 

   

ノードがワークグループのメンバである場合は ( つま り、 Windows ド メ インのメ
ンバではない場合は )、「Net Logon」 サービスは必要あ り ません。 ワークグループ
に属する ノードでは、 「Net Logon」 サービスを開始できません。

表 1 OVO のインストールに必要なサービス - Windows 2000/2003、 XP

サービス 目的

Net Logon • 認証に必要です。

Remote Registry • ノードがすでに管理されているかど うか調べます。

Server • 管理共有による  OVO エージェン トの自動インス

トールを有効にします。

Workstation • Net Logon サービスに必要です。

表 2 OVO のインストールに必要なサービス - Windows NT 4.0

サービス 目的

Net Logon • 認証に必要です。

NT LM Security Support Provider • 認証に必要です。

Server • 管理共有による  OVO エージェン ト

の自動インス トールを有効にしま
す。

TCP/IP Net BIOS Helper • Net Logon サービスに必要です。

Workstation • Net Logon サービスに必要です。
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第 2 章
ポリシー タイプに必要な追加のサービス

ポ リ シー タ イプに必要な追加のサービスは、 次に示すよ う に、 Windows 2000/
2003、 Windows XP、 Windows NT 4.0 で共通です。   

上記のサービスのほかに、 インス トルメンテーシ ョ ンのバイナリに応じて、 他の
サービスが必要となるこ とがあ り ます。 これには、OVO と  SPI に付属するインス

トルメンテーシ ョ ンが含まれます。

アクシ ョ ンやツールの起動に必要な追加のサービス

アクシ ョ ンやツールの起動のために、 インス トール後に必要となる追加のサービ
スは、 次に示すよ うに、 Windows 2000/2003、 Windows XP、 Windows NT 4.0 で共

通しています。   

表 3 ポリシー タイプが必要とするサービス - Windows 2000、 2003、
XP、 NT 4.0

ポリシー タイプ サービス

WMI • Windows Management Instrumentation

Service Auto Discovery • Windows Management Instrumentation

SNMP • SNMP Trap Service

Measurement Threshold

• ソース  タイプ :  MIB
• ソース  タイプ :  WMI

• SNMP Service
• Windows Management Instrumentation

表 4 アクシ ョ ンとツールの起動に必要とされるサービス - Windows 
2000、 2003、 XP、 NT 4.0

サービス 目的

Net Logon • 認証に必要です。

NT LM Security Support Provider • 認証に必要です。
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要件
ネッ トワーク要件とプロ ト コル

Windows 2000/2003 完全修飾ド メイン名 (FQDN)

OVO サーバー ソフ ト ウェアをインス トールする前に、FQDN ( 完全修飾ド メ イン
名 ) が正し く設定されているこ とを確認して ください。 インス トールされている
すべての OVO エージェン トは、 OVO サーバーとの通信に FQDN を使用します。
システムと  OVO サーバーの FQDN を後から変更するこ と もできますが、 現在管
理されているすべてのシステムの更新が必要となるため、DNS サーバーが同じ方
法でこの FQDN を解決するよ うに、 事前に FQDN を 終的な値に設定しておく
こ とを強くお勧めします。

Active Directory と統合型 DNS サーバー Windows 2000/2003 での通常の AD ド メ イ
ンの設定では、 システムの FQDN の一部と して AD ド メ イン識別子を含めます。

1 OVO をインス トールする前に、 Windows サーバーが 終的なド メ インにあ
り、 ド メ イン サフ ィ ッ クスが正し く設定され、DNS に正し く登録されている
こ とを確認します。 サーバーのプロパティ を調べ、 nslookup ユーティ リ テ ィ
を使用して DNS を調べます。

2 OVO では、 DNS サーバーが適切な PTR レコードを供給する  (IP から  FQDN 
への逆ルッ クアップ ) 必要があ り ます。 PTR レコードは、 一貫している必要
があ り ます。 この場合も、 nslookup ユーティ リ ティ を使用して、 IP アドレス
が正しい FQDN に解決されるこ とを確認します。

3 すべてのエージェン トが、 OVO サーバーの FQDN ド メ イン名を同じよ うに
解決する必要があ り ます。 これは、 Windows 環境が提供する  AD 統合型 DNS
とは異なる  DNS サーバーを使用する  UNIX システムを管理する場合に特に
重要です。 

プライマリ  DNS サフ ィ ックスの確認と設定

ド メ イン  サフ ィ ッ クス  (FQDN) を使用する  DNS システムに管理サーバーをイン
ス トールする場合、 次の手順に従ってプラ イマ リ  DNS サフ ィ ッ クスを確認およ
び設定します。

1 Windows 2000/2003 のデスク ト ップで [ マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク し、
[ プロパテ ィ ] を選択します。

2 Windows 2000 システムでは [ ネッ トワーク  ID] タブを選択し、 Windows 2003
システムでは [ コンピュータ名 ] タブを選択します。

3 この画面には、[ フル コンピュータ名 ] とい う フ ィールドがあ り ます。 これは
Windows システムの FQDN で、 OVO の FQDN と してこれが使用されます。 

4 [ フル コンピュータ名 ] フ ィールドに適切な値が表示されない場合は、 この
ダイアログで値を変更します。 または、 組み込み型の AD/DNS 設定を使用
する場合は、 NIC ( ネッ ト ワーク  インタフェース  カード ) の設定で TCP/IP 
の設定を変更します。  DNS サフ ィ ッ クスの変更を実装する方法については、
Windows 2000/2003 のドキュ メン ト を参照して ください。
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ネッ トワーク  プロ ト コル

OVO では、 次のネッ ト ワーク  プロ ト コルが使用されます。

• OVO は TCP、 UDP、 または両方を使用します。

• DCE RPC は、 管理サーバーと  UNIX 管理ノード との接続に使用されます。

• MS RPC は、 管理サーバーと  Windows 管理ノードの通信に使用されます。

• DCOM は、 サーバーと コンソールの通信に使用されます。 DCE は、 Windows
管理ノード との通信に使用されます。 Windows エージェン トの リモート  イン

ス トールには、 DCOM がそのまま使用されます。

• HTTP は、 管理サーバーとエージェン トの通信用コンポーネン トで使用され

ます。

• Novell NetWare 6 は、IP (Internet Protocol) ネッ ト ワーク  パケッ ト と従来の IPX
(Internetwork Packet Exchange) パケ ッ ト の両方を処理し ます。 OVO Smart
Plug-in for Windows Operating System は、 IPX プロ ト コルを必要と します。 詳
細は、 NetWare 製品に付属するマニュアル 『Novell NetWare 6 概要と インス

トール』 を参照して ください。

データベースの要件

Microsoft SQL Server 2000 と  Microsoft Desktop Engine のサポート

OVO インス トーラ  プログラムは、 OVO 管理情報を格納するためのデフォルトの

データベース と して Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine (MSDE 2000) をイ

ンス トールします。 OVO の以前のインス トールで MSDE を使用している場合な

ど、 すでにデータベースが存在する場合は、 OVO MSDE データベースを再利用

するこ と もできます。 OVO は、 次のデータベースをサポート します。

• OVOPS とい う インスタンス名を持つ、 完全な MS-SQL Server 2000

• Microsoft SQL Server 2000 Enterprise Edition

OVO 管理サーバーが、 Windows NT4 ド メ インのメ ンバ コンピュータにインス

ト ールされている場合、 このコンピュータの詳細な TCP/IP 設定で WINS サー

バーを設定する必要があ り ます。
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• MS SQL Server 2000 Standard Edition

OpenView Performance Agent

OpenView Operations Agent と  OpenView Performance Agent は、 同一の管理ノード

に共存できます。 このシステムに OpenView Performance Agent ( 従来の HP 
OpenView MeasureWare Agent) をインス トールする予定がある場合は、 領域を確

保せずにディ レク ト リ  パスにインス トールして ください。 システムに OpenView 
Performance Agent がすでに存在する場合は不要です。

エージェン トの手動インストール

次のプラ ッ ト フォームには、 OVO エージェン ト を手動でインス トールできます。

• Windows:

— Windows 2000

— Windows NT 4.0

— Windows XP

— Windows Server 2003

• UNIX

— HP-UX

— Linux (RedHat、 Suse、 Debian、 または Turbolinux)

— Solaris

— HP Tru64

— AIX

リ モー ト  MS SQL Server 2000 データベースを使用して OVO 7.5 をインス トール

するには、 MDAC バージ ョ ン 2.62.7400.0001 以降が必要です。
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エージェン ト の手動インス トールについては、 オンラ イン  ヘルプの 「環境の管

理」 → 「ポ リ シーの管理と配布」 → 「配布関連のタスク」 の ト ピッ ク 「Windows
コンピュータへのエージェン トの手動インス トール」 および 「UNIX コンピュー

タへのエージェン トのインス トール」 を参照して ください。

サポート されない設定

HP OpenView Operations for Windows (OVO) は、次のよ うな設定をサポート してい

ません。

• 管理サーバーおよびコンソールに OVO を自動的にリモート  インス トールす

る。

• OVO をネッ ト ワーク  ド ラ イブにインス トールする。

• 暗号化されたファ イル システム。

• 固定 IP アドレスを使用せずに、 DHCP を使用して管理サーバーを設定する

(DHCP は管理ノードではサポート されます )。

• Windows NT に管理サーバーまたはコンソールをインス トールする。

OVO 管理サーバーと リモート  コンソールは、 ド メ イン コン ト ローラではサポー

ト されません。

OVO 7.5 がサポー トするエージェン ト、 管理サーバー、 コンソールのプラ ッ ト

フォームについては、
http://support.openview.hp.com/tech_docs/ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf 
に記載されているサポート  マ ト リ クスを参照して ください。 
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セキュリテ ィ要件

セキュ リ ティは、管理サーバーのインス トール、管理ノードの追加、および OVO
をコンソール、 管理サーバー、 または管理ノードから使用するなど、 管理者やオ
ペレータが実行する  OVO タスクの多くに関わり ます。 次に、これらのタスクがど

のよ うにセキュ リ テ ィに関係するかについて説明します。

管理サーバーのインストール

管理サーバーをインス トールするには、ローカルまたはド メ インの Administrators
グループのメ ンバである必要があ り ます。 OVO でセキュ リ テ ィのために使用す

るアカウン トのド メ イン、 グループ、 ユーザー、およびユーザー パスワードの入

力が求められます。 インス トール手順については、 64 ページの 「管理サーバーお

よびコンソールのインス トール」 を参照して ください。 OVO のインス トールに

よって新しいド メ イン アカウン ト が作成される場合は、 ローカル管理者ではな

く、 ド メ イン管理者と してログオンする必要があ り ます。

インス トール時に、 Windows はインス トールを実行しているユーザーの SID ( セ

キュ リ ティ識別子 ) をルッ クアップしよ う と します。 これは、 管理サーバーのコ

ンピュータ  アカウン トが Active Directory 内のオブジェク ト を参照できる場合に

のみ機能します。 デフォル トでは、 この権限は有効化されています。 コンピュー

タのアカウン トから権限を取り除く こ とでセキュ リ テ ィ を強化している場合は、
管理サーバーのインス トール時にこの権限を再度有効化してください。

リモート  コンソールのインストール

リ モート  コンソールをインス トールするには、 ローカルの Administrators グルー

プのメ ンバである必要があ り ます。 インス トール手順については、 64 ページの

「管理サーバーおよびコンソールのインス トール」 を参照して ください。

リモート  コンソールを使用するには、 コンソールを実行する  Windows ユーザー

は、 HP-OVE-ADMINS または HP-OVE-OPERATORS グループのメンバであるか、

コンソールが接続する  OVO 管理サーバーに関連する ド メ イン管理者である必要

があ り ます。
34



第 2 章
管理ノードの追加

管理ノードを追加するには、管理サーバーの Windows 管理者であるか、 または管

理サーバーの HP-OVE-ADMINS グループのメ ンバである必要があ り ます。 コン

ソールから  Windows ノードにエージェン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする場

合、 コン ソールにログインするユーザーは、 追加する管理ノードのローカル

Administrators グループのメンバでもある必要があ り ます。 35 ページの表 5 は、管

理ノードのインス トール時に選択できる  3 つのオプシ ョ ンを示しています。   

管理ノード と して追加するシステムは、 起動され、 稼働中である必要があ り ま
す。 OVO は、 Windows NT/2000/XP または Windows Server 2003 の管理ノード と し
て追加する ノード  ( または Windows NT/2000/XP/2003 タイプに更新する ノード ) 
のセキュ リ テ ィ を、 次のよ うに設定します。

1 ログインしているユーザーの設定に基づいて、 ユーティ リ テ ィがいくつかの
セキュ リ ティ設定を試行し、結果を報告します。 具体的には、HP-OVE-GROUP
アカウン トが、管理ノードのローカル Windows Administrators グループの一部
であるかど うかを調べます。 グループに含まれない場合、 OVO はそのアカウ
ン ト をグループに追加します。 また、 このグループに 「バッチ ジ ョブと して
ログオン」 と 「サービス と してログオン」 の権限があるこ とを確認します。

表 5 管理ノードの追加時に選択できるオプシ ョ ン

設定 結果

• ド メ イン インス トール :  管理ノードが同一

ド メ イン内にあるか、 ド メ インとの信頼関
係が設定されている。

• 上記に該当し、 かつ現在のユーザー (OVO 
管理者 ) が、 追加する ノードの管理者権限

を持っている。

HP-OVE-Group グループを、 管理対象ノードの

ローカル Administrators グループに自動的に追

加できます。

Windows エージェン ト を自動的にインス ト ー

ルできます。

• ド メ イン インス トール : 管理ノードが同一

ド メ インになく、 信頼関係も設定されてい
ない。 または、

• インス トールを行うユーザー (OVO 管理者

) に管理者権限がない。

ノードを追加できます。

エージェン トのインス トールは、常に手動で行
う必要があ り ます。

• ローカル インス トール : ノードを追加できます。 エージェン トのインス

トールは、 常に手動で行う必要があ り ます。
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2 セキュ リ ティの設定に失敗した場合 (たとえばノードが稼働していない場合 )
には、 それを知らせる メ ッセージが表示され、 そのノードに対するセキュ リ
ティの設定は中止されます。 この場合は、 問題を解決し、 ノード設定ツール 
([ ツール ] → [OpenView ツール ] → [Windows ノ ード  セキュリティ の設定 ])
を使用して、 設定が失敗したノードのセキュ リ テ ィ を手動で設定する必要が
あり ます。 HP-OVE-GROUP アカウン トが既にそのノードの管理者アカウン ト

になっていて、正しい権限を付与されている場合には、失敗は無視できます。  

他のド メインおよびド メイン全体からの管理ノードの追加

他のド メ インの管理ノードは、 次の 2 つの方法で追加できます。

• エージェン ト と配布パッケージの自動インス トール :  この方法を実行するに

は、 管理ノードのド メ インに、 HP-OVE-USER およびコンソール ユーザーの

ド メ インに対する信頼関係が設定されている必要があ り ます。

• エージェン トの手動インス トール :  この方法では、 Windows セキュ リ ティは

使用されません。 異なる ド メ インにある複数のノードを、 Windows ド メ イン

の信頼関係を設定せずに管理できます。 この方法では、 Windows エージェン

トは手動でインス トールする必要があ り ます。

Windows NT プラ イマ リ  ド メ イ ン コン ト ローラ  (PDC) または Windows
2000 ド メ イン コン ト ローラ  (DC) を管理ノード と して追加する と、ツール
およびスケジュール済みコマンドをパスワードなしで実行できるよ うに
定義できます。 したがって、 この環境でツールを設定するすべての管理者
は、 そのド メ インの任意のユーザー ( ド メ イン管理者を含む ) と して、 パ
スワードなしで実行できるよ うにツールを設定するこ とができます。

このセキュ リ テ ィ上の問題は、 SetMgmtServer ツールの /auth /on ス
イ ッチを設定するこ とで回避できます。  これによ り、 サーバーが認証を
要求するよ うに設定できます。 ツールと スケジュール済みタスクのポ リ
シーは、 パスワードを求めるよ うに設定する必要があ り ます。 オンラ イ
ン  ヘルプ 「環境の管理」 の 「Operations エージェン ト  パッケージの管理
サーバーとその他のオプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

Windows ド メ イン コン ト ローラ  (Win NT PDC および BDC を含む ) では、
エージェン トのインス トールに LocalSystem アカウン ト を使用する こ と
をお勧めします。
36



第 2 章
管理ノードで使用されるアカウン ト

こ こでは、 各種 OVO アカウン トの違いについて説明します。

• LocalSystem アカウン ト

• HP ITO Account と  opc_op アカウン ト

• root

LocalSystem アカウン ト  

OVO for Windows 7.20 以降、 OVO for Windows エージェン ト  パッケージは、 デ

フォル ト ではローカルシ ステム アカウン ト を使用してインス トールされます。

それまでのバージ ョ ンの OVO で使用されていた HP ITO Account と  opc_op アカ

ウン トは、 Windows ノードでは作成されなくな り ました。

OVO for Windows の旧バージ ョ ンで、 アクシ ョ ン、 ツール、 スケジュール済みタ

スクが、 HP ITO Account と して実行されるよ うに作成されていた場合、 これらは

LocalSystem アカウン ト にマップされるため、 旧バージ ョ ン と同様に実行できま

す。 インス トール プログラムが LocalSystem アカウン ト を強要するこ とはあ り ま

せん。 アップグレード時は、 すでに設定されているユーザーを維持できます。 

さ らに、 ツールまたはポ リ シーが LocalSystem アカウン ト と して実行するよ うに

設定される場合も、 すべてのエージェン トで使用し続けるこ とができます。 これ
は、 エージェン トが HP ITO Account と して実行される場合に、 LocalSystem アカ

ウン トが HP ITO Acount にマップされるためです。

しかし、 旧バージ ョ ンで、 ツールまたはポ リ シーが opc_op ユーザーと して実行

さ れ る よ う に作成 さ れて い る 場合は、 ツ ール と ポ リ シーは自動的には

LocalSystem アカウン トにマップされません。 手動で opc_op アカウン ト を作成す

るか、または $AGENT_USER のよ うな別のユーザーを指定してツールとポ リシー

を再作成する必要があ り ます。

この変更で特定のポ リシーがどのよ うな影響を受けるか確認するには、 各 SPI の
ドキュ メン ト を参照して ください。

ツールを  opc_op から  $AGENT_USER に切り替える こ とは、 ツールを 「ゲス ト 」

から管理アカウン トに切り替えるこ とです。 これによ り、 ツールを管理操作と し
て実行できるよ うにな り ます。
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デフォルトの LocalSystem アカウン トの利点

次のよ う な利点があるので、 デフォルトの LocalSystem アカウン トの使用を強く
お勧めします。

• 管理ノードに他のアカウン トが追加されません (HP ITO Account および
opc_op アカウン トは作成されません )。

• HP ITO Account を作成できない場合でも、 Active Directory 環境でのエージェ
ン トのインス トールに関連する問題を回避できます。

• パスワード  ポ リシーと矛盾しません。

• ローカル アカウン ト を許可しないド メ イン  ポ リシーと矛盾しません。

• 必要な特権またはユーザー権限を除去するド メ イン  ポリ シーと 矛盾しません。

• Smart Plug-in for Exchange Server など、特定の SPI の向上した機能を利用でき
ます。 詳細は、 各 SPI のドキュ メン ト を参照して ください。

LocalSystem アカウン トの制限

LocalSystem アカウン トは、OVO for Windows サーバー間のメ ッセージの同期に使
用できません。 この場合、 管理サーバー システムを実行する双方のエージェン ト
が、HP ITO Account である必要があ り ます。 その他のシステムのエージェン トは、
LocalSystem アカウン ト を使用して実行できます。 オンラ イン  ヘルプの 「環境の
管理」 の ト ピ ッ ク 「複数の管理サーバーによるスケーラブルなアーキテクチャ」
を参照して ください。

HP ITO Account と  opc_op アカウン ト

旧バージ ョ ンでは、 各 Windows ノードに 2 つのローカル ユーザー アカウン ト
(HP ITO Account と  opc_op アカウン ト ) が作成され、 ランダムなパスワードが生
成されました。 OVO for Windows 7.5 を含め、OVO 7.20 以降では、HP ITO Account
と  opc_op アカウン トはノードに作成されません。 その代わりに、 LocalSystem ア
カウン トがデフォルト と して使用されます。

OVO 7.5 サーバー間、 または 7.5 サーバーと  UNIX サーバーの間のメ ッセージ転

送は、サーバー レベルで実行される新しい転送メカニズムで行われます。このた

め、 メ ッセージ転送に関するこの制限は適用されません。

ユーザーとパスワードの変更に ovchangepassword ツールの使用が必要になる場

合もあ り ます。 オンライン ヘルプの 「環境の管理」 の ト ピッ ク 「HP-OVE-User 
パスワードの更新」 を参照して ください。
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旧バージ ョ ンで使用していた HP ITO Account をアップグレードする場合は、この

アカウン ト を旧バージ ョ ン と同じ状態で使用できます。 アップグレード後も、

ノード上のユーザーはそのまま維持されます。 次のよ う な状況では、 HP ITO
Account と  opc_op アカウン トの継続使用が必要とな り ます。

• OVO for Windows でサポート されているデフォルトのツールは、
$AGENT_USER アカウン ト を使用するよ うに変更されます。 旧バージ ョ ンか
らアップデートする場合は、旧バージ ョ ンで opc_op ユーザーと して実行する
よ うに作成されたカスタムツールは、 $AGENT_USER アカウン ト を使用する
よ うに、 手動で変更する必要があ り ます。 カスタム ツールを変更しない場合
は、引き続き古いアカウン ト を使用してツールを実行する必要があ り ます。   

HP ITO Account

HP ITO Account は、 OVO for Windows のインス トール時に自動的に作成されませ

ん。 HP ITO Account を使用したアップグレード  インス トールではこのアカウン

ト をそのまま使用できます。

表 6 各オペレーティング アカウン トの相違点

opc_op HP ITO Account LocalSystem 
アカウン ト

いつ作成したか Operations エージェン ト  
パッケージのインス トー
ル時 (OVO 7.10 以前 )

Operations エージェント  
パッケージのインスト ー
ル時 (OVO 7.10 以前 )

Windows オペレー
ティング システムが
作成。 常に存在する。

Administrators 
グループのメンバで
あるかど うか

メンバではない メ ンバである :  
Operations エージェント
のインスト ール時に追加

メンバである : 
 デフォルト設定

Users グループのメ
ンバであるかど うか

メンバである メンバである 該当なし

パスワード  エージ
ング :  期限があ り、
変更を必要とする

デフォルトではオフ。 
オンに変更可能。

デフォルトではオフ。 オ
ンに変更可能。 ド メ イン 
コン ト ローラではオン
に変更不可。

該当外 : システムア
カウン トはパスワー
ドを持たない

一般的な用途 一般ユーザー アカウン
トで実行しているツー
ルとプログラム

すべてのエージェン ト  
プロセス

管理者権限で実行する
ツールとプログラム

ほとんどの Windows 
サービス
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HP ITO Account ユーザーが作成される と、 管理者権限が付与され、 このユーザー

は自動的に Administrators グループに追加されます。 パスワードはコンピュータ

ごとに異なるので、 パスワードの変更時に困難を伴う可能性があ り ます。  

OVO エージェン ト  ソフ ト ウェアを  Windows ド メ イン コン ト ローラにインス トー

ルする と、このユーザーは自動的にド メ イン管理者と して設定されます。  Windows
NT PDC と  Windows 2000/2003 DC には、 ローカル アカウン トはあ り ません。

すべてのド メ イン コン ト ローラが同じ ド メ イン  ユーザー アカウン ト とパスワー

ドを共有しているので、 ド メ イン  コン ト ローラで、 パスワード  エージングはオ

ンにせず、パスワード も変更しないでください。 パスワードは、すべての必要エー

ジェン ト がド メ イン  コン ト ローラにインス トールされた場合にのみ変更できま

す。 ド メ イン コン ト ローラに新しいエージェン ト をインス トールするには、 ま

ず、 ド メ イン コン ト ローラに存在するすべてのエージェン ト を削除し、それらの

エージェン ト を再インス トールする必要があ り ます。

opc_op アカウン ト

リ リース  7.20 以降、 OVO for Windows のインス トール時に opc_op アカウン トが

デフォルトで提供されるこ とはな くな り ました。 このアカウン トの使用はお勧め
できません。 (UNIX 管理ノードでは、現在も  opc_op アカウン トが作成されます。)

OVO for Windows に含まれるデフォルトのツールとポ リシーは、 opc_op アカウン

ト を使用しません。 以前から使用している、 カスタマイズしたツールやポ リ シー

で opc_op アカウン トが必要な場合、 ツールとポ リ シーを使用し続けるには、 次

のよ うに設定して ください。

OVO では、HP ITO Account のパスワード変更は推奨されません。 HP ITO Account
のパスワードを変更する場合は、ITO エージェン ト を起動する  Windows サービス

を手動で設定し直す必要があ り ます。 これを行うには、[ コン ト ロール パネル ] → 
[ 管理ツール ] → [HP ITO Agent] → [ プロパティ ] → [ ログオン ] を選択し、 こ

こでもパスワードを変更します。 この変更を行わない場合、 ITO を終了後、 また

はシステムを再起動後に、 ITO エージェン ト を起動できません。

OVO は、 ド メ イン コン ト ローラ上の HP ITO Account のパスワード変更をサポー

ト していません。 ド メ イン コン ト ローラへのエージェン トのインス トールでは、

パスワードを変更しないこ とが前提とな り ます。 パスワードの変更が必要な場合

は、 LocalSystem アカウン ト を使用してエージェン ト を実行して ください。
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• opc_op アカウン ト を必要とするツールまたはポ リシーに対してこのアカウ

ン ト を有効にするために、 Microsoft 管理ツールを使用して、 opc_op ユーザー

を手動で作成します。

• ノード上の他のアカウン ト を使用するよ うに、 ツールまたはポ リ シーのユー
ザー アカウン ト を変更します。

• 新しい変数 $AGENT_USER を使用します。 これによ り、 ツールまたはポ リ

シーは、 エージェン トが現在使用しているアカウン ト  (LocalSystem アカウン

ト または HP ITO Account) を使用して実行されます。 この場合、ツールまたは

ポ リシーは管理者権限を持ちます。

opc_op アカウン トは、 ド メ イン  コン ト ローラのド メ イン  ユーザーであ り、 その

他すべてのシステムのローカル ユーザーです。 このアカウン トは、 Users グルー

プのメンバであ り、 特別な権限は持ちません。

このユーザーを、 ツールの有効なユーザーと して使用できます。 ただし、 ツール

を使用するには、 ツールがアクセスする  NTFS ド ラ イブに対して、 opc_op アカウ

ン ト が正しいア クセス権限を持っている必要があ り ます。 パス ワードはコン

ピュータごとに異な り ます。

UNIX システムの root エージェン ト  アカウン ト

UNIX システムでは、 root がエージェン ト  アカウン ト と して使用されます。 イン

ス トール時に opc_op ユーザー アカウン トが作成されるため、 ツールの実行には

このアカウン ト を使用できます。
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ファイアウォール環境での OVO の使用

Windows に組み込まれているファイアウォールの設定

OVO 管理サーバー

OVO 管理サーバーは、 リ モート  ク ラ イアント 用の RPC サーバーと して機能する
いく つかのプロセスをホスティ ングします。 これには、コンソールがアクセスする
WMI インタフェース  ( ファ イアウォールの設定方法については、 後述の「 OVO リ
モート  コンソール」 を参照 ) と 、 メ ッ セージや、 エージェント  システムまたは別
の管理サーバー システムから 転送さ れる メ ッ セージ操作を受信する  OVO メ ッ
セージ  レシーバ コンポーネント が含まれます。 WF (Windows ファ イアウォール )
をオンにすると 、 デフォルト では、 これらの RPC サーバーにはリ モート  システム
からアクセスできなく なり ます。 このため、 WF を完全にオフにするか ( この方法
はお勧めできません、設定方法については後述します )、または RPC サーバーがア
クセス可能になるよう に OVOW 管理サーバーと  WF を設定する必要があり ます。

管理サーバー上のファイアウォールの設定

管理サーバーの RPC サーバーにリモート  アクセスできるよ うにファ イアウォー
ルを設定する手順は、 次のとおりです。

1 ファ イアウォール側で特定のポート を開く こ とができるよ うに、 OVO 管理
サーバーがメ ッセージ レシーバ RPC サーバー用に固定ポート を使用するよ
うに設定します。 RPC サーバーのポート を設定するには、 OVO 管理サー
バー システムのレジス ト リに次の項目を追加します。 

フ ァ イアウォール設定に関する 新のホワ イ トペーパーについては、 「Procuct
Manual」 Web サイ ト  
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv 
を参照し て く だ さ い。 フ ァ イ ア ウ ォールに関する ホ ワ イ ト ペーパーには、
Windows ICF ( インターネッ ト接続ファイアウォール ) の設定方法だけでなく、複
雑な環境でのエージェン トの設定に関する重要な情報も記載されています。 説明
されている内容は、 次のとおりです。

• Windows ノードのためのファイアウォールの設定

• UNIX DCE ノードのためのファイアウォールの設定

• OpenView コンポーネン トおよび製品のためのファ イアウォールの設定
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[HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\
OVEnterprise\Management Server\MsgActSrv] 
"COMM_PORT_RANGE"="12001" (Value Type: String/REG_SZ) 

12001 以外のポート も使用できます。

2 OvEpMessageActionServer サービスを開始し直して、OVO 管理サーバー
システムの RPC サーバーを再起動します。

3 ファ イアウォール側の設定では、 設定したポート と、 RPC エンドポイン ト  
マッパ ポート を開きます。

a [ コン ト ロール パネル ] から  [ ネッ トワーク接続 ] を選択します。

b [ ローカル エリア接続 ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

c [ 詳細設定 ] タブを選択し、 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

d [Windows ファイアウォール ] ダイアログの [ 例外 ] タブを選択します。

e [ ポートの追加 ] ボタンを使用して、 TCP ポート  135 と  UDP ポート  135 
を例外リ ス トに追加します ( 「TCP 135」 や 「UDP 135」 などの名前を付
けます )。

f [ ポートの追加 ] ボタンを使用して、ステップ 1 で TCP ポート と して設定
したポート  ( この例ではポート  12001) を例外リ ス トに追加します 
( 「OVOW message receiver」 などの名前を付けます )。

管理サーバーでの ICMP エコー要求の有効化

各エージェン トは、 指定された間隔で ICMP エコー要求を管理サーバーに送信し
ます。 この機能は、 エージェン トの状態監視の一部で、 管理サーバー システムの
負荷の削減に役立ちます。 一定時間が経過しても管理サーバーがエージェン トか
ら  ICMP エコー要求を受信しない場合、 管理サーバー自体がエージェン トの状態
チェッ クを開始する必要があ り ます。

これらの例外をよ り安全にするには、 [ スコープの変更 ] ボタンをク リ ッ ク し、
[ ユーザーのネッ トワーク  ( サブネッ ト ) のみ ] を選択します (RPC ク ラ イアン ト
がエージェン ト と同様に同一サブネッ トに存在する場合 )。 これによ り、 開いた
ポートに他のシステムからアクセスできな くな り ます。
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Windows ファ イアウォールは、 デフォルトですべての ICMP エコー要求を遮断す
るため、 この場合、 サーバーはすべてのエージェン トの状態チェッ クを行わなけ
ればな り ません。 次のよ うに WF を設定するこ とで、 ICMP エコー要求を受信で
きるよ うにな り ます。

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ ネッ トワーク接続 ] を選択します。

2 [ ローカル エリア接続 ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] タブを選択し、 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

4 [Windows ファイアウォール ] ダイアログの [ 詳細設定 ] タブを選択します。

5 [ICMP] セクシ ョ ンの [ 設定 ] タブをク リ ッ ク します。

6 [ エコー要求の着信を可能にする ] ボッ クスにチェッ クマークを付けます。

OVO リモート  コンソール

OVO リ モート  コンソールは、 OVO 管理サーバーとの間で双方向の DCOM 通信
を使用します。 この通信の一部と して、 OVO 管理サーバーから  OVO コンソール
への非同期コールバッ クが含まれます。 ファ イアウォール ソフ ト ウェアは、 これ
を着信通信と見なします。 通常、 デスク ト ップ ファ イアウォール プログラム 
( パーソナル ファ イアウォールと同義です ) は、 外部からシステムに向けて発せ
られたすべての通信を遮断します。 このため、OVO リモート  コンソールの使用を
許可するよ うに、 デスク ト ップ ファ イアウォール アプ リ ケーシ ョ ンを設定する
必要があ り ます。

Windows ファイアウォールが組み込まれたシステムでのコンソール

の使用

Microsoft は、 Windows XP に組み込み型のファイアウォール、 ICF ( インターネッ
ト接続ファ イアウォール ) を導入しました。 XP SP2 および Windows 2003 Server
SP1 以降、 このファ イアウォールは WF (Windows ファ イアウォール ) と呼ばれて
います。  Windows XP SP2 では、 ファ イアウォールはデフォル ト で有効化されま
すが、 Windows 2003 Server SP1 では無効化されています。

次の説明は、 Windows XP SP2 および Windows 2003 Server SP1 に組み込まれてい
る  Windows ファ イアウォールを対象と しています。 このファ イアウォールは、着
信通信用に開く必要があるポート と、 通信を受信できるプログラムのリ ス ト を示
します。 

その他のパーソナル ファ イアウォールの実装では、 信頼するゾーンの定義など、
異なる手順で設定を行える可能性があ り ます。
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ファイアウォールの設定

まず、 Windows ファ イアウォールを完全にオフにするか ( この方法はお勧めでき
ません )、 OVO コンソールとの通信を許可するよ うに設定するかを決定します。

ファイアウォールの完全な無効化 ( お勧めできません )

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ ネッ トワーク接続 ] を選択します。

2 [ ローカル エリア接続 ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] タブを選択し、 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。 [ オフ ] を選択して、
Windows ファ イアウォールを完全に無効にします ( お勧めできません )。

OVO コンソールとの通信を許可するためのファイアウォールの設定

コンソール システムでファ イアウォールのデフォル ト設定を変更し、 管理サー
バー側の WMI が DCOM 経由でリモート  コンソール コンポーネン ト と通信でき
るよ うにする手順は、 次のとおりです。

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ ネッ トワーク接続 ] を選択します。

2 [ ローカル エリア接続 ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] タブを選択し、 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

4 [Windows ファイアウォール ] ダイアログの [ 例外 ] タブを選択します。

5 [ ポートの追加 ] ボタンを使用して、 TCP ポート  135 と  UDP ポート  135 を例
外リ ス トに追加します ( 「TCP 135」 や 「UDP 135」 などの名前を付けます )。

6 [ プログラムの追加 ] ボタンを使用して、次のプログラムを例外リ ス トに追加
します。

\Windows\System32\mmc.exe

\Windows\System32\wbem\unsecapp.exe

\Program Files\HP OpenView\bin\ovunsecapp.exe

\Program Files\HP OpenView\bin\OvServiceTypeEditor.exe

Windows ファ イアウォールには、 い くつかの設定オプシ ョ ンが用意されていま
す。 Windows ファ イアウォールの設定には、 [ ネッ トワーク接続 ]、 [ コン ト ロー
ル パネル ]、 コマンド ラ イン  ユーティ リ ティ  Netsh、 およびグローバル ポ リ シー
オブジェク ト を使用できます。 WF の設定は、GPO コンテナ コンピュータの構成
\管理用テンプレート \ネッ ト ワーク \ネッ ト ワーク接続 \Windows ファ イアウォー
ル に格納されます。 こ こでは、 [ ネッ トワーク接続 ] による設定についてだけ説
明します。
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\Program Files\HP OpenView\bin\OvServiceEditor.exe

\Program Files\HP OpenView\bin\OvPmdPolicyEditorFrame.exe

リモート  アクセスの変更

さ らに、匿名アカウン トが リモート  アクセス権限を持てるよ うに、次の方法でコ
ンピュータ全体のアクセス設定を変更する必要があ り ます。

1 [ スタート ]、[ ファイル名を指定して実行 ] を順にク リ ッ ク し、dcomcnfg と
入力します。

2 [ コンポーネン ト  サービス ] → [ コンピュータ ] → [ マイ  コンピュータ ] に移
動します。

3 [ マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を選択します。

4 [ COM セキュリテ ィ ] タブを選択します。

5 [ アクセス許可 ] セクシ ョ ンの [ 既定値の編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6     Anonymous Logon アカウン トの [リモート  アクセス ] 権限を有効にします (デ
フォルトでは、 Anonymous Logon はローカル アクセス権限が設定されてい
ます )。

コンソールから  Windows ファイアウォールが組み込まれた

管理サーバー システムへの接続

OVOW 管理サーバーは、 WF (Windows フ ァ イ ア ウ ォール ) が組み込まれた
Windows 2003 SP2 システムにインス トールできます。 このよ う な設定では、 WF
によって通信が遮断されるため、 リモート  コンソールは管理サーバーに接続でき
ません。

コンソールが管理サーバーに接続できるよ うにするには、管理サーバー システム
側でファイアウォールの設定を変更する必要があ り ます。

これらの例外をよ り安全にするには、 [ スコープの変更 ] ボタンをク リ ッ ク し、

[ ユーザーのネッ トワーク  ( サブネッ ト ) のみ ] を選択します ( 管理サーバーが同

一サブネッ トに存在する場合 )。 さ らに、 一層の安全を確保するには、 [ カスタム

の一覧 ] に管理サーバーのアドレスを指定します。 これによ り、 開いたポートに

他のシステムからアクセスできな く な り ます。 FAT32 ファ イル システムへの管

理サーバーのインス トールもサポート されな くな り ます。
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ファイアウォールの例外プログラムの設定

管理サーバー システムでファ イアウォールのデフォルト設定を変更し、コンソー
ルが PMAD および OvSecurity コンポーネン トにアクセスできるよ うにする手順
は、 次のとおりです。

1 [ コン ト ロール パネル ] から  [ ネッ トワーク接続 ] を選択します。

2 [ ローカル エリア接続 ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

3 [ 詳細設定 ] タブを選択し、 [ 設定 ] をク リ ッ ク します。

4 [Windows ファイアウォール ] ダイアログの [ 例外 ] タブを選択します。

5  [ プログラムの追加 ] ボタンを使用して、次のプログラムを例外リ ス トに追加
します。

• \Program Files\HP OpenView\bin\OvPmad.exe

• \Program Files\HP OpenView\bin\ovunsecapp.exe

プログラムの DCOM リモート  アクセス権限のチェ ック

OvPmad.exe および OvSecurity.exe への DCOM 経由のリモート  アクセスを
有効にする必要があり ます。 これらの権限は、デフォルト設定によってすでに付与
されていますが、実際の環境でも有効に設定されているこ とを確認してください。

1 [ スタート ]、[ ファイル名を指定して実行 ] を順にク リ ッ ク し、dcomcnfg と
入力します。

2 [ コンポーネン ト  サービス ] → [ コンピュータ ] → [ マイ  コンピュータ ] に移
動します。

3 [ マイ  コンピュータ ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を選択します。

4  [ 既定の COM セキュリテ ィ ] タブを選択します。

5 [ アクセス許可 ] セクシ ョ ンの [ 既定値の編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。

6 非同期ログオン  アカウン トの [ リモート  アクセス ] 権限を有効にします (デ
フォルトでは、 非同期ログオンにはローカル アクセス権限が設定されてい
ます )。

これらの例外をよ り安全にするには、 [ スコープの変更 ] ボタンをク リ ッ ク し、

[ ユーザーのネッ トワーク  ( サブネッ ト ) のみ ] を選択します ( コンソール システ

ムが同一サブネッ トに存在する場合 )。 さ らに、一層の安全を確保するには、 [ カ
スタムの一覧 ] にコンソール システムのアドレスを指定します。 これによ り、 開

いたポートに他のシステムからアクセスできな くな り ます。
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ファイアウォールでのリモート  WMI アカウン トの設定

管理サーバー システム側でファ イアウォールのデフォル ト設定を変更し、 コン
ソールが WMI に接続でき る よ う にし ます。 この設定を  [Windows フ ァ イア
ウォール ] ダイアログを使用して実行するこ とは好まし くないため、 コマンド ラ
イン ツールを使用して WMI のアクセスを設定します。

1 [ スタート ]、[ ファイル名を指定して実行 ] を順にク リ ッ ク してコマンド  シェ
ルを表示し、 cmd と入力します。 後に [OK] ボタンをク リ ッ ク します。

2 開いているコマンド  シェルに、 次のコマンドを入力します。

netsh firewall set service RemoteAdmin enable

OVO Web コンソール

Web コンソールは、管理サーバーとの通信に HTTP を使用します。 これは、HTTP
通信用の標準的なブラウザ設定を使用します。 このため、 ブラウザの設定が正し
く、Web サーバーとプロキシ サーバーの設定が正しい限り、ファ イアウォールの
有無に関係なく通信が可能です。

このコマンドは、 ファ イアウォールの設定に大きな穴を開ける こ とになるため、
RemoteAdmin アクセスを リモート  コンソール システムだけに制限するこ とをお

勧めします。 その場合は、上記コマンドの代わりに、次のコマンドを使用します。

この例では、リモート  コンソール システムの IP アドレスは 10.1.2.3 と  10.4.5.6 で
すが、 実際の IP アドレスに合わせて変更してください。

netsh firewall set service RemoteAdmin enable custom 
10.1.2.3,10.4.5.6

RemoteAdmin の設定オプシ ョ ンに関する情報を表示するには、netsh firewall
set service help コマンドを実行します。
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3

リモート  データベースのインストール
この章では、 ローカル データベース と リモート  データベースで OVO がサポート
する各種データ  リ ポジ ト リについて説明します。 また、 リモート  データベースの
インス トール手順についても詳し く説明します。

OVO は、 OVOPS とい う名前の SQL2000 または MSDE のデータベース  インスタ
ンスを使用します。 このインスタンスには、 「openview」 と 「reporter」 とい うデー
タベースが含まれます。 

ローカル データベース

OVO は、 次のローカル データ  リ ポジ ト リ構成をサポート します。

• ローカル データベースを持つ単一 ( 非ク ラスタ ) の Windows サーバーへの
OVO の新規インス トール

— MSDE 2000 がインス トールされ、新しいデータベース  ファ イルが作成さ
れます。 

— OVO インス トール ダイアログでオプシ ョ ンの MSDE を選択し、 新しい
データベース  ファ イルを作成します。

• 既存のデータベース  ファ イルを再利用するローカル データベースを持つ単
一 ( 非ク ラスタ ) の Windows サーバーへの OVO のインス トール 

— MSDE 2000 がインス トールされ、既存のデータベース  ファ イルを選択す
るためのプロンプ トが表示されます。 
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リモート  データベースのインストール
— データベース  ファ イルにデータベース  (openview) がすでに含まれている
場合は、 OVO インス トール ダイアログでオプシ ョ ンの MSDE を選択し、
既存のデータベース  ファ イルの再利用を選択します。

• ローカル SQL 2000 データベースを持つ単一 ( 非ク ラスタ ) の Windows サー
バーへの OVO の新規インス トール 

— このインス トールでは、 SQL 2000 の既存の OVOPS インスタンス、 古い
OVO データベース  スキーマ (7.21)、 またはその両方に再接続できます。

— スキーマは 7.5 にアップグレード されます。 OVO のインス トール時にオ
プシ ョ ンの SQL 2000 を選択して ください。

リモート  データベース

OVO は、 次のリモート  データ  リ ポジ ト リ構成をサポート します。

• 新たに作成された OVOPS インスタンスを持つ、 SQL 2000 が稼動する リモー
ト  Windows システム :  リモート  データベース  ツールが、OVOPS インスタン
スに 「openview」 および 「reporter」 データベースを作成します。 このオプシ ョ
ンを使用する方法は、 次のとおりです。

— SQL 2000 をインス トールします。 インス トール時に、 新しい OVOPS イ
ンスタンスを作成します。 

— OVO のインス トールを開始する前に、 リモート  データベース  ツール
(OVO スタート アップ CD の Remote_DB_Setup フォルダにあ り ます )
を使用してデータベースを作成します。

— OVO のインス トール時にオプシ ョ ンの SQL 2000 を選択します。 

• 既存の OVOPS インスタンス と既存の OVO データベース  スキーマ (7.21) を
持つ、 SQL 2000 が稼動する リモート  Windows システム。 スキーマは、 OVO
のインス トール時に自動的にアップグレード されます。 リモート  データベー
ス  ツールを実行する必要はあ り ません。

MSDE から  SQL 2000 へのアップグレード :  MSDE を使用する  OVO インスト ール
は、SQL 2000 のインスト ール CD を使用して  SQL 2000 にアップグレード できます。 

リ モー ト  データベース  ツールは OVOPS インスタンスを作成しませ

ん。 この設定は、 SQL 2000 のインス トールで行います。 インスタンス

名は OVOPS にする必要があ り ます。 これ以外のインスタンス名はサ

ポート されません。

MS Cluster への OVO のインスト ールでは、 リ モート  データベース  オプ

ショ ン以外は使用できません。 MSDE のインスト ールは不可能です。 詳
細は、第 5 章、 「OVO のク ラスタ  インス トール」 を参照してく ださい。
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第 3 章
OVO リモート  データベース設定ツール

リ リース  7.5 では、OVO はウ ィザードによる  MS SQL 2000 データベースの設定を

サポート しています。

リモート  データベース設定ツールを実行する前に、リモート  システムに MS SQL
2000 (Standard または Enterprise Edition) を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

OVO では、 データベース  インスタンスの名前を 「OVOPS」 にし、 SQL Server の
認証を混合モードにする必要があ り ます。 

MS SQL 2000 Standard または Enterprise Edition のインス トール CD を挿入します。

次に示す手順は SQL の設定の一部です。 すべての画面を示しているわけではあ

り ません。

1  [ インスタンス名 ] 画面で、 OVOPS インスタンスを作成します。 [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。 インスタンス名は OVOPS とする必要があ り ます。 OVO 7.5 
でこの名前を変更するこ とはできません。
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リモート  データベースのインストール
2 [ 認証モード ] 画面で [ 混合モード ] を選択し、 OVO のインス トール時に必要

となる 「sa」 パスワードを設定します。 このパスワードを忘れないよ うにし

て ください。

 

3 HP OpenView Operations 7.5 for Windows のスタート アップ CD を挿入し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。
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第 3 章
4 SQL Server 2000 の OVOPS インスタンスを作成したら、 OVO インス トール

CD の Remote_DB_Setup フォルダに格納されている リ モー ト  データベー

ス設定ツールを実行します。 
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リモート  データベースのインストール
5 [ セッ トアップの種類 ] 画面で、 実行するインス トールの種類を選択し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。 3 つのオプシ ョ ンから選択できます。    

— [ ローカル コンピュータへのインス トール ] - 現在設定を実行しているコ

ンピュータにデータベースをインス トールします。

— [ 別のコンピュータへのインス トール ] - 現在設定を実行しているコン

ピュータ以外のコンピュータにデータベースをインス トールします。

— [ ク ラスタへのインス トール ] - ク ラスタ化された SQL サーバーにデータ

ベースをインス トールします。
.

6 [ データ処理に使用するパスの選択 ] ダイアログが表示されます。 

ツールは、 SQL Server 2000 インスタンスをホスティングしているシス

テムから、 またはリモート  ノード  ( たとえば、OVO サーバーと して指

定されているシステム ) から実行できます。 SQL サーバーに対してこ

のツールを リモートに実行し、 SQL Server ホス トに存在しないフォル

ダを定義した場合、 そのフォルダの作成に必要な権限がツールに付与
されていない可能性があ り ます。
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第 3 章
a ローカル コンピュータにインス トールする場合は、 データベース  ファ

イルのインス トール先を指定し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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リモート  データベースのインストール
b 別のコンピュータ、 またはク ラスタへのインス トールを選択した場合
は、 一時的なデータ処理に使用する場所を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク

します。
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7 [ データベース情報 ] 画面を次のよ うに設定します。 

a データベース  サーバーの名前と、 OVOPS インスタンスの作成時に指定

した 「sa」 パスワードを入力します。
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リモート  データベースのインストール
b ク ラスタ化された SQL Server へのインス トールでは、仮想データベース  
サーバーの名前とパスワードを入力します。
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8 [ リモート  コンピュータ情報 ] ダイアログは、 別のコンピュータまたはク ラ

スタへのインス トールを選択した場合にのみ表示されます。 

a ク ラスタへのインス トールでは、 現在設定を実行しているコンピュータ
の物理ノード名と、 データベース  ファ イルのインス トール先の完全パス

を指定します。 

 

59



リモート  データベースのインストール
b 別のコンピュータへのインス トールでは、 コンピュータの名前に、 デー
タベース  サーバーの名前と して指定した値が表示されます。  データベー

ス  ファ イルのインス トール先の完全パスのみ入力する必要があ り ます。
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9 [ インス トール準備の完了 ] 画面で [ インストール ] をク リ ッ ク します。インス

トールが開始されます。
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リモート  データベースのインストール
10 インス トールが完了する と、 [InstallShield ウィザードの完了 ] 画面が表示され

ます。 [ 完了 ] をク リ ッ ク してインス トールを終了します。
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4

OVO の標準インストール 
OVO の標準インス トールは、 ク ラスタ化されていない通常の Windows サーバー

で行います。 この章で説明する内容は次のとおりです。

• 管理サーバーおよびコンソールへの OVO のインス トール

• 高度なセキュア環境への OVO のインス トール

このセクシ ョ ンは、 Windows に習熟した管理者で、 Windows のセキュ リ ティに関

する概念および用語を理解している読者を対象と しています。

OVO を初めてインス トールする場合は、ビジネス環境で使用する前に 1 つ以上の

テス ト用システムにインス トールして、 OVO に習熟するこ とをお勧めします。  

既にイ ン ス ト ールされている  HP OpenView Operations 6.0 (VantagePoint for
Windows)、 HP OpenView Express、 または HP OVO 7.0、 7.10、 または 7.21 のバー

ジ ョ ンを新しいバージ ョ ンにアップグレードする場合は、現行インス トールに適
したアップグレード  ガイ ドを参照して ください。 アップグレード  ガイ ドは、イン

ス トール メディアに .pdf 形式で保存されています。 このガイ ドには、 アップグ

レード、 エージェン トのアップグレード、およびポ リシーのアップグレード前の
データ保存の手順が記載されています。 マニュアルを注文する と、 印刷された

アップグレード  ガイ ド も入手できます。
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OVO の標準インストール
管理サーバーおよびコンソールのインストール

次に、OVO 管理サーバーおよびコンソールを  Windows 2000/2003 システムにイン

ス トールする方法を説明します。 次の 2 つの方法があ り ます。

オプシ ョ ン 1 ( 推奨オプシ ョ ン )

• OVOPS インスタンスを持つ SQL Server 2000 をインス トールします。

• OVO をインス トールします。

オプシ ョ ン 2

• OVO をインス トールします。

• SQL Server 2000 をインス トールして、 MSDE のインスタンスをアップグレー

ド します。

リ モー ト  コンソールをインス トールするには、 インス トールを行うユーザーに

ローカル管理者権限が必要です。 リ モート  コンソールから  OVO サーバーに接続

するには、 リモート コンソールを実行している ド メ イン  ユーザーが、次のいずれ

かの条件を ( 直接的に、 またはグループ メ ンバと して間接的に ) 満たしている必

要があ り ます。

1 OVO for Windows サーバーのローカル管理者

2 ユーザー グループ HP-OVE-ADMINS のメンバ

3 ユーザー グループ HP-OVE-OPERATORS のメンバ

上記の 1 と  2 では、リモート  コンソールのド メ イン  ユーザーは OVO for Windows
の管理者と して認識されます。 3 では、 ユーザーは OVO for Windows のオペレー

タ と して認識されます。

OVO を使用できる よ う にシステムを設定するために、 インス トール中は WMI
(Windows Management Instrumentation) サービ ス と  World-Wide-Web Publishing
Server サービスを一時的に停止し、 再開する必要があ り ます。 インス トールを開

始する前に、 この中断と再開が他のアプリ ケーシ ョ ンに影響しないこ とを確認し
て ください。

OVO の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 B、 「シ

ステム要件のチェッ ク」 を参照して ください。
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リモート  コンソールのインストール

次に、 OVO リモート  コンソールを  Windows XP/2000/2003 システムにインス トー

ルする方法を説明します。

リ モー ト  コンソールをインス トールするには、 ローカル管理者の権限が必要で

す。 リモート  コンソールから  OVO サーバーに接続するには、 リモート  コンソー

ルを実行している ド メ イン  ユーザーが、 次のいずれかの条件を  ( 直接的に、 また

はグループ メ ンバと して間接的に ) を満たしている必要があ り ます。

1 OVO for Windows サーバーのローカルな管理者

2 ユーザー グループ HP-OVE-ADMINS のメンバ

3 ユーザー グループ HP-OVE-OPERATORS のメンバ

上記の 1 と  2 では、リモート  コンソールのド メ イン  ユーザーは OVO for Windows
の管理者と して認識されます。 3 では、 ユーザーは OVO for Windows のオペレー

タ と して認識されます。

OVO の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 B、 「シ

ステム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

 

ターミナル サービスによる OVO のインストール

次の条件を満たしている場合、 OVO 管理サーバーと リ モー ト  コンソールを リ

モート  デスク ト ップ接続セッシ ョ ン、 またはターミナル サービス  セッシ ョ ンを

通じてインス トールできます。

• ターミナル サービスが、 リモート管理モードで実行されている。

• いずれかのコンポーネン トの setup.exe が、CD からではなく、 インス トー

ル先のサーバーのローカル ファ イル システムから実行される。

OVO では、 管理サーバーまたはコンソールを ド メ イン  コン ト ローラにインス

トールする こ とはできません。 サポー ト されない設定については、 33 ページの

「サポート されない設定」 を参照して ください。
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OVO の標準インストール
ターミナル サービスについては、 http://support.openview.hp.com/tech_docs/
ovo-win/OVOWSuppMatrix.pdf に記載されている  OVO サポート  マ ト リ クスを

参照して ください。

インストールの前に

• すべてのシステム要件が満たされているこ とを確認して ください。

• 本書第 3 章の 34 ページの 「セキュ リ ティ要件」 を参照して ください。 

ライセンス情報

OVO には、この製品をインス トール後 60 日間使用できる  60 日間試用版ライセン

スが付属しています。 OVO コンソールを 初に起動する際に、標準版ライセンス

のパスワードを請求するよ うに促すメ ッセージが表示されます。 標準版パスワー

ドは、 こ こで取得するこ と も、 後から取得するこ と もできます。 61 日目に達する

と、 標準版ライセンスを取得するまでこの製品を使用できな くな り ます。 82 ペー

ジの 「ラ イセンス情報の入力」 を参照して ください。
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OVO のインストール

OV メ ディ ア  キッ ト に含まれるその他の製品 (SPI やアド オンなど ) をインスト ール

するこ と もできます。 ただし、 SPI やアド オンをインスト ールするには、 OVO を
初にインスト ールするか、OVO がすでにインスト ールされている必要があり ます。

1 開いているすべてのアプリ ケーシ ョ ンを閉じて、 再起動の必要性を 小限に
します。 

2 コンソールと して使用するシステムの CD ド ラ イブに OV Operations 7.5 for 
Windows の CD を挿入します。 

— Autorun が有効な場合、 インス トールが自動的に開始されます。

— Autorun が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  
autorun.vbs を実行します。

次に、インス トール ウ ィザードが要求するタスクの実行方法について説明します。

3 [ よう こそ ] 画面の [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 機能選択画面に移動します。
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OVO の標準インストール
4 [ 製品オプシ ョ ン ] 画面では、 [ コンソール、 サーバー、 およびエージェン ト ] の
インス トールを選択します。 リモート  コンソールをインス トールする場合

は、 [ リモート  コンソール ] オプシ ョ ンを選択します。 選択が完了したら、

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 システムの必要条件チェッ クを行います。

     
68



第 4 章
[ 要件のサマリ ] 画面には、 OVO の正しいインス トールの妨げとなるエラー

と警告が表示されます。 インス トールを続ける前に、 すべてのエラーを解決

する必要があ り ます。 インス トール時にチェッ ク されるハード ウェアと ソフ

ト ウェアの項目については、 付録 B、 「システム要件のチェッ ク」 を参照し

て ください。 

エラーが検出されない場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して操作を続けます。
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OVO の標準インストール
[ 次の点に注意して ください ] ウ ィ ンド ウには、再起動されるサービスが表示され

ます。 再起動は、 インス トール プロセスの実行中に自動的に行われます。 砂時計

のカーソルで [OK] をク リ ッ ク し、 インス トールを続けます。
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5 [ データベース サーバーの設定 ] 画面では、 ローカル データベース  サーバー

を自動的に作成するか、 MS SQL Server 2000 の詳細設定を行うかを選択でき

ます。

a 一般的なインス トールでは、 [ ローカル データベース サーバーを自動的に作

成する ] を選択します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 ステップ 6 に進みます。
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b OVOPS インスタンスを持つ、 または持たない MS SQL 2000 を使用する場

合は、 [Microsoft SQL Server 2000 (SQL Server の完全製品版の全エディシ ョ

ン ) を実行中のリモート  データベース サーバーに接続する ] を選択します。

OVOPS インスタンスが存在しない場合、システムはリモート  データベー
スを使用するものと見なし、 [SQL Server 2000 リモート  データベース
セッ トアップ ] 画面を表示します。 リモート  データベース  サーバーの名
前と  sa パスワードを入力します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 使用許諾契
約 ] 画面が表示されます ( ステップ 8 を参照 )。
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ローカル コンピュータに OVOPS インスタンスが存在する場合は、 [ 要
件のサマリ ] 画面から  [SQL Server 'sa' パスワード の確認 ] 画面に直接

移動します。 データベース設定画面は表示されません。 ローカル SQL
サーバーの sa パスワード  (および確認入力 ) を入力します。 [次へ ] をク

リ ッ ク します。 [ 使用許諾契約 ] 画面が表示されます ( ステップ 8 を参

照 )。 
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6 [ ローカル管理サーバー データベースの設定 ] 画面では、 ローカル データ

ベース  サーバーが使用するファ イルと して、 [ 新しいデータベース ファイルを

作成する ] を選択します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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7 SQL システム管理者 (sa) パスワードを入力します。 パスワードを確認した

ら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 使用許諾契約 ] 画面に進みます。
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8 [ 使用許諾契約 ] 画面では、 使用許諾契約書の内容に同意し、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク してインス トールを継続します。 同意を拒否した場合、 インス トール

はキャンセルされます。

標準版ライセンスの取得については、 82 ページを参照して ください。

9 [ インス トール先のフォルダ ] 画面では、 デフォルトのインス トール先ディ

レク ト リ を使用するか、 別のディ レク ト リ を指定して OVO をインス トール

するかを選択できます。 こ こで選択したインス トール先ディ レク ト リは、 こ

の CD からインス トールする他の OpenView 製品のデフォルト  ディ レク ト リ

と して使用され、 以後のインス トールではこのディ レク ト リ を変更できませ
ん。 初にインス トールする  OpenView アプ リ ケーシ ョ ンが、 OVO と、

Reporter、 OVPA などのその他の OpenView 製品のインス トール ディ レク ト

リ を決定します。

デフォルトのインス トール先ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\HP OpenView\ 

a デフォルトのインス トール先ディ レク ト リにインス トールする場合は、
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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b デフォルト以外のディレク ト リにインス トールする場合は、適切な [ 変更 ]
ボタンをク リ ッ クします。 [ 現在のインスト ール先フォルダの変更 ] ダイア

ログ ボックスが表示されます。

[ インス トール先のフォルダ ] ダイアログ ボッ クスの [ 変更 ] ボタンは、
OV 製品 (OVO、 Reporter、 または OVIS) の 初のインス トールでのみ有
効です。 その他の OpenView 製品がすでにインス トールされている場合、
[ 変更 ] ボタンは無効化されます。

c [ 現在のインストール先フォルダの変更 ] 画面で適切なディ レク ト リ を指

定し、[OK] をク リ ッ ク します。 ディ スク容量が不足している場合は、[OK]
をク リ ッ ク したと きにメ ッセージが表示されます。 

d [ インス トール先のフォルダ ] 画面の [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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10  [ 管理サーバーの Admins アカウン トのセッ トアップ ] 画面では、 次の操作

を行います。

a ド メ イン  アカウン トではなく、 ローカル アカウン ト を使用して OVO を
インス トールする場合は、 [ ローカル アカウン ト を使用 ] にチェッ ク

マークを付けます。 ド メ イン  アカウン ト を使用する場合は、 チェッ ク

マークを外します。

b グループとユーザーのアカウン ト を指定するか、 デフォル ト値をそのま
ま適用します。  

c パスワード  ( および確認入力 ) を入力したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

インス トールの際に入力した HP-OVE-GROUP 名は、製品を完全にア

ンインス トールしてから再インス トールしない限り変更できません。

アカウン ト名を入力する前に、このマニュアルの 34 ページの「セキュ

リ ティ要件」 をよ くお読みください。
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ド メ イン  インス トール :  このインス トール方法は、 OVO 管理サーバーが 
Windows ド メ インのメンバであるこ とを前提と しています。 この方法では、
ド メ イン  アカウン トおよびグループが新たに作成されるか、 または既存の
ものが使用されます ( デフォルトは HP-OVE-User および HP-OVE-Group)。
このド メ イン グループによ り、 OVO サーバーは、 Windows ノードの管理
と、 このノードへのエージェン ト  ソフ ト ウェアのインス トールを自動的に
行います。

これは、 Windows ノードが管理サーバーと同じ ド メ インにあるか、 管理サー
バーのド メ インに適切な信頼関係が設定されている場合にのみ可能です。 
HP-OVE-Group を  Windows ノードに正し く追加するには、 OVO コンソール
を実行しているユーザーが、 その Windows ノードで管理者権限を  ( 直接的
に、 またはド メ イン管理者グループを通じて間接的に ) 持っている必要があ
り ます。

ローカル インス トール :  このインス トール方法は、 Windows ド メ イン アカ
ウン ト またはド メ イン グループを必要と しません。 管理サーバーは、 ワーク
グループのメンバ (workgroup) または Windows ド メ インのメンバのどちらで
もかまいません。 このインス トール方法には、 次の制限があ り ます。

— 管理サーバー自体のエージェン ト を除いて、 Windows 管理ノードのエー
ジェン ト  ソフ ト ウェアを自動的にインス トールする こ とはできません。
リ モー ト の管理 Windows ノードはすべて、 Windows Manual Agent パッ
ケージを使用してインス トールする必要があ り ます。

— 一部の SPI 製品が使用するエージェン ト機能パッケージは自動配布でき
ないため、 Windows 管理ノードで手動インス トールする必要があ り ます
( 各 SPI については、それぞれのインス トール手順を参照して ください )。

— 管理サーバーが、 ド メ インのメ ンバではないワークグループに含まれる
OVO のインス トールでは、 リモート  MMC コンソールはサポート されま
せん。 この場合は、ターミナル サービスを使用して OVO サーバーに接続
し、 サーバー上のコンソールを実行できます。

ド メ イン  インス トール セッ ト アップ、 またはローカル アカウン ト  セッ
ト アップのいずれかを使用する  OVO 管理サーバーでは リ モー ト  MMC
コンソールはサポート されますが、 OVO サーバー システム と リモー ト
コンソール システムが同一 Windows ド メ インに存在するか、それと同等
の双方向ド メ イン信頼関係が設定されている必要があ り ます。 

— 運用マシンにローカル アカウン ト  インス トールを行った場合、それを後
から ド メ イン アカウン トに変更するこ とはできません。

— 管理サーバーからエージェン トへの通信、 イベン ト、 ポ リシー、配布、 グ
ラフ作成などは、ローカル アカウン ト  インス トールの影響は受けません。
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— UNIX 管理ノードの場合は、 ド メ イン  セッ ト アップまたはローカル アカ

ウン ト  セッ ト アップによる違いはなく、 インス トール処理を常に手動で

行う必要があ り ます。

一度設定される と、 インス トール メディアから他の製品をインス トールす

る場合にも、 このアカウン ト情報が使用されます。 リモート  コンソールのイ

ンス トールでは、 この画面は表示されません。 選択したインス トールの種類

に応じて、 次のセキュ リ テ ィ情報を入力します。

— セキュ リ ティ  アカウン トに使用する ド メ イン  ( ド メ イン インス トールの

場合にのみ必要 )

— HP-OVE-GROUP アカウン トのグループ名

— HP-OVE-User アカウン トのユーザー名とパスワード

11 [OVOW の Admins グループと  Operators グループのアカウン トのセッ ト

アップ ] 画面では、 管理者グループとオペレータ  グループを指定し、 [ 次へ ] 
をク リ ッ ク します。
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12 [ プログラムをインストールする準備ができました ] 画面で [ インストール ] 
をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。

13 インス トール プログラムの実行中に、 さまざまなステータス  ダイアログが

表示されます。 各インス トール コンポーネン トがそれぞれのステータス  ダ
イアログを表示します。 たとえば、 ラ イセンス  コンポーネン ト、 レポート  
コンポーネン ト 、 グラフ作成コンポーネン ト、 3 つの SPI が製品に含まれま

す。 

システムの処理速度と インス トールの際に選択されたコンポーネン トによっ
ては、 この処理に数分から  1 時間以上かかる場合があ り ます。

14 完了画面が表示される と、 インス トールは終了です。 [ 完了 ] をク リ ッ ク して

インス トールを終了します。

15 インス トール プログラムの終了時に、 基本ト レーニング チュート リ アルを

参照するよ うに求められます。 [ インス トール完了 ] ダイアログの [ チュート

リアル開始 ] ボッ クスにチェッ クマークを付けるだけで、 チュート リ アルを

表示できます。 このチュート リ アルは、 OVO の機能および製品概要を紹介

し、 OVO の操作を始める前に行う必要がある設定および配布の手順を詳細

に説明します。 
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ライセンス情報の入力

OVO コンソールを起動する と、 [ ライセンス要求 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。

     

標準版ライセンス  キーを取得するには、[ ライセンスの取得 ] を選択して、AutoPass
ラ イセンス  プログラムを開き、 画面上の指示に従います。

管理サーバーのライセンスには、管理サーバーにインス トールするエージェン ト
のライセンスも含まれてい ます。
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 必要であれば、 ライセンス情報の入力を延期するこ とができます。後でライセン
ス  プログラムを実行するには、 次の手順を実行します。

1 OVO 管理サーバーで、 コンソ ール ツリ ーから  [ ツール ] フォルダを選択し
ます。 

2 [ ツール ] → [OpenView ツール ] → [ ライセンス ] を選択して、 ツールのリ ス ト
を表示します。

管理ノードに限定ライセンスを使用する場合、 OVO エージェン トの標準ラ イセ
ンスを追加インス トールした場合でも、 ラ イセンスに指定されている数よ り多く
のノードを管理するこ とはできません。 管理ノードの管理サーバー限定ライセン
スは、いつでも管理サーバー完全ライセンスにアップグレードできます。 ただし、
この場合、 OVO for Windows 管理サーバーが管理するすべてのノードで実行され
る  OVO エージェン ト と、 使用する  OV SPI に相当する数量のラ イセンスを購入
する必要があ り ます。 管理ノードの管理サーバー限定ラ イセンスに加えて OV
SPI のラ イセンスを購入した場合、 それ以上の OV SPI ラ イセンスを購入する必
要はあ り ません。 

管理ノードの限定ライセンス、 その機能拡張、 および移行の可能性については、
担当営業、 またはメディアに付属するお知らせを参照して ください。 
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3 [ ライセンスの取得 ] を選択します。 これによ り、 管理サーバー、 エージェン

ト 、 または SPI の標準版ライセンスのパスワードを請求できます。 右ク リ ッ

ク して、 シ ョート カッ ト  メニューを開きます。

4 [ すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] を選択して、 [ ライセンスの取得 ] ダイア

ログ ボッ クスを開きます。

5 リ ス トから管理サーバー製品を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

ラ イセンス  プログラムの詳細な使用方法については、 AutoPass のオンラ イン  ヘ
ルプを参照して ください。 AutoPass は、 \Program Files\Common Files\
Hewlett-Packard に格納されています。

OVO コンソールで、 [ ツール ] → [OpenView] → [ ライセンス ] を選択するこ とでラ

イセンス  レポート  ツールも選択できます。 これによ り、 使用中のパスワードの

情報を取得できます。

詳細については、 オンラ イン  ヘルプの 「はじめに」 → 「OpenView Operations for
Windows のライセンス」および「SPI ラ イセンス  レポート 」の ト ピッ ク 「OpenView
Operations for Windows のライセンス」 および 「SPI ラ イセンス  レポート 」 を参照

して ください。

標準版ライセンスの請求

標準版ライセンスのパスワードを請求するには、 次の情報が必要です。

• HP の注文書番号

• サーバーの IP アドレス

• お客様の会社情報

ライセンスの入手には、 製品購入時の HP PO 番号 ( 注文書番号 ) が必要です。 
製品を購入されていない場合は、 米国およびカナダ国内であれば 1-877-686-9637
までお電話 く だ さ い。 または、 www.hp.com にア ク セス し て、 寄 り の HP
OpenView 正規代理店にお問い合わせください。
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インストールの結果

OVO のインス トールが完了する と、 次のアクセスが可能とな り ます。

• [ スタート ] メ ニューにフォルダが追加さ れ、 コンソ ールを開く こ と ができ

ます。 
[ スタート ] → [ プログラム ] → [HP OpenView] → [ コンソール ]

• 1 枚目のインス トール CD の \Documentation\OVO Guides ディ レク ト リ

に格納されている  OVO のドキュ メン ト  (Adobe Acrobat .PDF 形式 ) が、 サブ

ディ レ ク ト リ  %OvInstallDir%\NLS\1041\Manuals にも格納されます。

利用できるすべてのドキュ メン トの リ ス トについては、付録 A、「ドキュ メン

ト 」 を参照して ください。

インストール ログ ファイル

インス トール後、いくつかのログ ファ イルが作成され、データ  ファ イル用の Data
ディ レク ト リのサブディ レク ト リ  log に格納されます。

%OvDataDir%\HPOVInstall 
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高度なセキュア Windows 環境への OVO の
インストールと実行

Windows 2000 および 2003 には、 厳密で強制力のあるセキュ リ テ ィ  ルールを、 管

理者が各システムに個別に、 または Windows ド メ イン レベルのすべてのシステ

ム  メ ンバに対してグローバルに実装できるセキュ リ テ ィ  テンプレートが用意さ

れています。

Windows 2000 および Windows 2003 システムでは、 デフォルトでこれらのセキュ

リ テ ィ  テンプレート  ( フォルダ %SystemRoot%\security\templates) を使

用できます。 アクセスには、 「セキュ リ ティ構成と分析」 MMC スナップインを使

用します。セキュ リ ティ  テンプレートの実装については、Windows のドキュ メン

ト を参照して ください。

高度なセキュリテ ィ設定と  OVO への影響

一部の高度なセキュ リ ティ  テンプレート  ( たとえば、 hisecws.inf や 
hisecdc.inf で表されるテンプレート ) は、OVO を次のよ うにインス トールお

よび実装するこ とを求めるセキュ リ ティ  ポ リシー設定を実装します。

このセキュ リ テ ィ  ポ リ シーは、 システムのローカル管理者グループに 「制限グ

ループ」 設定を適用します。 このグループには、 管理者以外のユーザーまたはグ

ループを含めるこ とができません。 追加が許可される メンバは、ローカル管理者、

ド メ イン  グループ、 「ド メ イン管理者」、 「エンタープライズ管理者」 に限定され

ます。 

このポリ シーは、 上記テンプレート から独立して実装するこ と ができます。 また、
システムにローカルに実装すること も 、GPO ( グローバル ポリ シー オブジェク ト )
によってド メ インにグローバルに実装するこ と もできます。  OVO をインスト ール

する前に、 このよう な「 制限グループ」 設定が実装されているかどう かについて、
Windows ド メ イン管理者に確認してく ださい。

ローカル グループを 「HP-OVE-Group」 と して使用するこ とが必要である という

こ とは、 すべての リ モー ト  Windows 管理ノード を  Windows Manual Agent パッ

ケージを使用して手動でインス トールしなければならないこ とを意味します。
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制限グループ設定を適用した OVO の実装

要件

OVO サーバーは、「HP-OVE-User」 の既存のローカル Administrator アカウン ト

と、 「HP-OVE-Group」 のローカル Administrators アカウン ト を使用して、 イン

ス トールする必要があります。 実際のグループ名は、 Windows のローカライズに

よって異なる場合があ り ます。

すべての OVO Windows エージェン トは、 Windows Manual Agent パッケージ

を使用して手動でインストールする必要があります ( ただし、 サーバーのインス

トール時に自動的にインス トールされる  OVO 管理サーバーの OVO エージェン

ト を除きます )。

リモート  コンソールはサポート されます ( ただし、 リモート  コンソール システ

ムと  OVM 管理サーバーが同一ド メ インのメンバであるか、 または、 同等の双方

向ド メ イン信頼関係が設定されている必要があ り ます )。

HP-OVE-ADMINS および HP-OVE-OPERATORS グループは、 ローカル グループ

と ド メ イン グループのいずれかと してサポート されます。

「HP-OVE-User」 および 「HP-OVE-Group」 と して、 ド メ イン管理ユーザー、 およ

び 「ド メ イン管理者」 または 「エンタープライズ管理者」 グループを使用するこ
とができますが、 Windows ド メ イン とすべてのメ ンバ システムに対する管理ア

クセス権が OVO 管理サーバー ( および OVO 管理ユーザー) に付与されてしま う

ため、 お勧めできません。

高度なセキュ リ テ ィ設定では、 ローカル管理者を含むすべてのユーザーに対し
て、 厳密なパスワード  ポ リ シーと、 パスワード有効期限ポ リ シーが適用されま

す。 OVO は、 一部のサービスをローカル 「管理者」 と して実行するため、 パス

ワードの有効期限に基づいて、 パスワードを頻繁に更新する必要があ り ます ( パ
スワードの更新には OvChgPass.exe ユーティ リ ティ を使用します )。
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例 :  高度なセキュア環境にインス トールする場合の [ 管理サーバーの Admins ア
カウン トのセッ ト アップ ] ダイアログ。 必ず [ ローカル アカウン ト を使用 ] を選択

し、既存のユーザー アカウン ト と して [Administrator]、グループ アカウン ト と し

て [Administrators] ( またはシステムに固有の同等アカウン ト ) を使用する必要が

あ り ます。

管理者グループに 「制限グループ」 設定が適用されている場合でも、 ローカル管
理者グループに一時的に別のユーザーまたはグループを追加する こ とが可能で
す。 ただし、 終的には GPO によってこれらのユーザーまたはグループは自動的

に削除されます ( 通常の検出間隔は 15 分です )。

[ グループ アカウン ト ] と  [ ユーザー アカウン ト ] の値には、 すでに定義されて

いるアカウン ト を使用する必要があ り ます。 追加ユーザーまたはグループを作成

しないでください。
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この章では、 ク ラスタ化された環境に OVO をインス トールする手順について説

明します。 これには、 次の情報が含まれます。

• ク ラスタ  セッ ト アップの各種オプシ ョ ンの説明

• ク ラスタ  セッ ト アップの要件と、 サポート されない設定

• OVO のインス トール前に行う準備

• OVO のインス トールと インス トールの検証

このセクシ ョ ンは、 Windows に習熟した管理者で、 Windows のク ラスタに関する

概念および用語を理解している読者を対象と しています。 

ク ラスタ化されていないスタンドアロン  システムに HP OpenView Operations 7.21
または 7.5 がすでにインス トールされ、 高可用性のためにク ラスタ  インス トール

へのアップグレードが必要な場合は、OVO スタート アップ CD に収録されている

『HP OpenView Operations for Windows ア ッ プグ レー ド  ガ イ ド  バージ ョ ン 7.5』
(OVOWUpgrade.pdf) を参照して ください。 このアップグレード  ガイ ドには、 既

存の単一システム OVO インス トールを可用性の高いク ラスタ化された OVO イ
ンス トールに移行する手順が記載されています。

メディア キッ トは、 標準インス トールの場合と同じです。
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クラスタ  セッ トアップの概要

次の 3 つの図は、 OVO ク ラスタ構成の 3 つの異なるオプシ ョ ンを示しています。

• 初の図は、 すべてが同じク ラスタ内で稼動する  3 つの仮想サーバーを示し

ています。

• 2 番目の図は、非ク ラスタ環境で稼動する  OVO 仮想サーバーと、独立したク

ラスタで稼動する  MS SQL 仮想サーバーを示しています。 両者はリモート接

続されています。

• 3 番目の図は、 非ク ラスタ  システムにインス トールされた MS SQL と、 ク ラ

スタ環境にインス トールされた OVO を示しています。 この構成は、 MS SQL
が単一の障害点となる可能性があるため、 お勧めできません。
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OVO のクラスタ  インストール
「構成データ」 は、各構成例に必要なデータを示しています。 インス トールを行う

には、 次の表のよ うに、 実際の環境に即した値を収集する必要があ り ます。

表 7 構成データ

項目 名前 FQDN IP アドレス
ローカル 
ディスク

ク ラスタ仮想
サーバー ( メ イン )

Cluster01 Cluster01.domain.com 15.8.153.30 Q: ( クォーラム )

MS SQL 仮想

サーバー

sqlserv sqlserv.domain.com 15.8.153.31 G: (SQL データ )

OVO 仮想サーバー ovowserv ovowserv.domain.com 15.8.153.32 H: (OVO データ )

MS SQL データ

ベース  インスタンス

OVOPS 適用外 適用外 適用外
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管理サーバーとコンソールのインストール

OVO 7.5 は、 Microsoft Windows 2003 Cluster が稼動するフェイルオーバー構成へ

の管理サーバーのインス トールと実行をサポートする 初の OVO です。 

管理サーバーの可用性は、 データ  リ ポジ ト リ  (Microsoft SQL Server 2000) に左右

されるため、MS SQL Server 2000 も  Windows ク ラスタにインス トールするこ とを

強くお勧めします ( ただし、 必須ではあ り ません )。 通常は、 MS SQL Server デー

タベース  インスタンスは、 OVO 管理サーバーと同じ ク ラスタに配置されます。

OVO 管理サーバーをインス トールするには、インス トールを行うユーザーにド メ

イン管理者権限が必要です。 

インストールの前に

• 96 ページの 「サポート されない構成」 を参照し、 すべてのシステム要件が満

たされているこ とを確認して ください。

• このマニュアルの 34 ページの 「セキュ リ テ ィ要件」 を参照して ください。

インス トール手順を簡略化するため、 OVO と  MS SQL Server が独立した リ ソー

ス  グループと して同じ  Windows ク ラスタで稼動するものと見なします。 MS SQL
Server を、別のク ラスタや、 ク ラスタ化されていないスタンドアロン  システムで

稼動させるこ と も考えられます。 後者のオプシ ョ ンはサポート されますが、 管理

サーバーのセッ ト アップに単一の障害点が生じる可能性があるため、お勧めでき
ません。

ク ラスタ  ノードに OVO 管理サーバーをインス トールする場合、 そのク ラスタの

管理サーバーに接続する  OVO コンソールは、 ク ラスタ  ノードを表す新しい管理

ノードを認識しません。  ク ラスタ  ノードを認識させるには、 コンソールを終了

し、 再起動する必要があ り ます。

OVO では、 管理サーバーまたはコンソールを ド メ イン  コン ト ローラにインス

トールする こ とはできません。 サポー ト されないその他の設定については、 33
ページの 「サポート されない設定」 を参照して ください。
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ライセンス情報

OVO には、この製品をインス トール後 60 日間使用できる  60 日間試用版ライセン

スが付属しています。 OVO コンソールを 初に起動する際に、標準版ライセンス

のパスワードを請求するよ うに促すメ ッセージが表示されます。 標準版パスワー

ドは、 こ こで取得するこ と も、 後から取得するこ と もできます。 61 日目に達する

と、 標準版ライセンスを取得するまでこの製品を使用できな くな り ます。 82 ペー

ジの 「ラ イセンス情報の入力」 を参照して ください。 
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クラスタの要件

• 2 ノード以上のハードウェア ク ラスタ と、それに接続された共有ス ト レージ、

およびオペレーテ ィ ング システム と し て Windows 2003 Enterprise または

Datacenter Edition が必要です。

• MS SQL Server 2000 (Enterprise Edition) SP3 またはそれ以上がインス トールさ

れ、 OVOPS とい う名前のデータベース  インスタンスが稼動している必要が

あ り ます。 混合モードの認証を許可するよ うに設定します。

• OVO の専用リ ソース  グループが必要です。 リ ソース  グループの名前には、

ASCII 文字のみを使用できます。 詳細については、 リ リース  ノー トのエン ト

リ  QXCR1000125936 を参照して ください。

• ク ラスタ と して、 次のリ ソースを使用できる  Microsoft Cluster Server (MSCS)
が必要です。

— 3 つ以上の専用の共有ディ スク

– ク ラスタ  クォーラム

– MS SQL Server データベース  ス ト レージ

– OVO データ  ス ト レージ

—  名前と逆ルッ クアップのエン ト リ を含め、 DNS (FQDN) に少なく と も  5
つの静的な専用 IP アドレスを設定する必要があ り ます。

– 各ク ラスタ  ノードの定常名と  IP アドレス  (2 つ以上 )

– ク ラスタの仮想サーバー名と  IP アドレス  (1 つ )

– MS SQL Server の仮想サーバー名と  IP アドレス

– OVO 仮想サーバー名と  IP アドレス

クォーラム  ディ スクの代わりに Majority Node Set Quorum を使用する

場合は、 ク ラスタ  クォーラムの使用は必須とはな り ません。 違いにつ

いては、 Windows 2003 Server Enterprise Edition で MS Cluster のオンラ

イン ヘルプ ト ピッ ク 「ク ラスタ  モデルの選択」 を参照して ください。
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サポート されない構成

• 同じク ラスタ  リ ソースにインス トールされた MS SQL Server と  OVO 管理

サーバーが、 同じ共有ス ト レージを使用する。

• OVO 管理サーバーをクォーラム ディ スク と同じ ク ラスタ  リ ソース  グループ

にインス トールする。

• ク ラスタが Windows 2000 Advanced または Datacenter サーバーを実行する。

• MSDE Microsoft SQL Server 2000 Desktop Engine をデータ  リ ポジ ト リ と して

使用する。

• OVOPS 以外の名前のデータベース  インスタンスを使用する。

• Microsoft Cluster Server 以外のク ラスタ  ソフ ト ウェアを使用する。

• 既存の非ク ラスタ  OVO インス トールをク ラスタ  インス トールに置換アップ

グレードする。

• 同一ク ラスタ内に複数の単一システム OVO をインス トールする。

• 1 つの OVO 管理サーバーの複数のインスタンスを、負荷分散によってク ラス

タ内に作成する。

• OVO をインス トールする前に、 いずれかの OpenView 製品をク ラスタにイン

ス トールする。
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OVO のインストール準備

管理サーバーに OVO をインス トールする前に、 MSCS がインス トールされ、 正

常に機能し、 すべての要件を満たしているこ とを確認して ください。

OVOPS とい う名前の MS SQL Server データベース  インスタンスがセッ ト アップ

され、 稼動しているこ とを確認して ください。

 次の説明のとおりに操作します。

タスク  1: クラスタの検証

1 ク ラスタが機能しているこ とを検証します。 クォーラム  ディ スクを含むク

ラスタ  リ ソース  グループを、 設定されているすべてのク ラスタ  ノードに移

動します。 各ク ラスタ  ノードが、 MS SQL Server と  OVO の指定共有ディ ス

クを認識し、 同じ ド ラ イブ名が割り当てられているこ とを確認します ([ マ
イ  コンピュータ ] → [ 管理 ] → [ ディ スクの管理 ])。

2 MS SQL が 1 つの FQDN と  IP アドレスを持ち ( たとえば、

sqlserv.domain.com)、 OVO サーバーが 1 つの FQDN と  IP アドレスを持つ ( た
とえば、 ovowserv.domain.com) こ とを確認します。 両方の名前と  IP アドレス

の名前解決が可能であるこ とを確認します。

Windows 2003 Cluster Server のインス トールについては、
http://www.microsoft.com/technet/prodtechnol/windowsserver2003/
technologies/clustering/confclus.mspx 
の「Guide to Creating and Configuring a Server Cluster under Windows Server 2003」 (英
語 ) を参照して ください。

Windows 2003 ベースのク ラスタに SQL Server 2000 仮想サーバーの名前付きイン

ス タンスをインス ト ールする方法については、 http://support.microsoft.com/
kb/815431/ja を参照して ください。

Active Directory と  DNS セッ ト アップが統合された環境では、仮想サー

バーがアクティブになるまで、仮想サーバー名と  IP アドレスは解決さ

れません。
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タスク  2: クラスタ  リソースの作成と共有ディスクの割り当て

1 MS SQL Server データベース  ス ト レージ用の共有ディ スクを含むク ラスタ  リ
ソース  グループを指定します。 これらのグループは、 通常は検出されるすべ
ての共有ディ スクについて、 MS Cluster ウ ィザードによって作成されます。 
この方法で作成しない場合は、 MS ク ラスタ  アド ミ ニス ト レータを使用して
手動で作成する必要があ り ます。 グループ名を設定します。 たとえば 「SQL 
Group」 にします。

2 OVO データ  ス ト レージ用のク ラスタ  リ ソース  グループと共有ディ スクを指
定します。 このグループの名前は、 たとえば 「OVOW Group」 にします。

3 すべてのグループを、 すべての指定ク ラスタ  ノードに移動でき、 共有ディ ス
クにアクセス可能 ( 読み込み、 および書き込み ) であるこ とを確認します。

タスク  3: MS SQL Server 2000 Enterprise Edition のインストール

Windows 2003 に MS SQL 2000 をインス トールするには、 別名を作成する必要が
あ り ます。 たとえば、 SQL 仮想サーバーの FQDN が sqlserv.domain.com で
あれば、 SQLSERV\OVOPS とい う別名を作成します。 インス トールを開始する前
に、 次の手順を実行します。

1 セッ ト アップを実行する ノードから、 ク ライアン ト接続用にサーバーの別名
を作成します。

a セッ ト アッ プを実行するクラスタ  ノ ード 上で Cliconfg.exe を実行します。

— Cliconfg.exe がコンピュータにインス トールされていない場合
は、 MS SQL Server 2000 インス トール ファ イルから  Sqlredis.exe を
実行して、 このファ イルをインス トールできます。 インス トールす
るには、 コマンド  プロンプ トに次のよ うに入力します。 
\x86\Other\sqlredis.exe /q:a /C:"setupre.exe WARN=1 -s -SMS

— Cliconfg.exe をすぐに利用できなかった場合、 コンピュータの再
起動が必要になる場合があ り ます。

b [SQL クライアント 設定ユーティ リティ ] ダイアログ  ボッ クスで、 [ 別名 ] 
タブをク リ ッ ク します。

OVO を 初のク ラスタにインス トールした後は、 ク ラスタ  リ ソース  グループの

名前を変更しないでください。

次の説明は、「Windows Server 2003 ベースのク ラスタに SQL Server 2000 仮想サー

バーの名前付きインスタンスをインス トールする と失敗する」 とい う  Microsoft
のサポート技術情報から転載したものです。
http://support.microsoft.com/kb/815431/ja

HP による補足説明は、 括弧で囲まれています。 
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c [ 追加 ] をク リ ッ ク して、 [ ネッ トワーク  ライブラリ設定の追加 ] ダイア
ログ ボッ クスを開きます。

 

d [ 名前付きパイプ ] ボッ クスにチェッ クマークを付けます。

e [ サーバー別名 ] ボッ クスに別名を入力します。 別名の形式は、
<(MSSQL)VIRTUALSERVERNAME>\<(MSSQL)INSTANCENAME> です。
たとえば、 SQLSERV\OVOPS と入力します。

f [ サーバー名 ] ボッ クスに (MSSQL) 仮想サーバーのインスタンス名を入
力します。 たとえば、 SQLSERV\OVOPS と入力します。

g [ パイプ名 ] ボッ クスの名前を確認します。 デフォルトでは、[ パイプ名 ] 
ボッ クスの値は次のとおりです。 
\\<(MSSQL)VIRTUALSERVERNAME>\pipe\<MSSQL$instancename>
\sql\query

2 MS SQL Server 2000 セッ ト アップを実行します。

3 (MSSQL) 仮想サーバー名には、 手順 e および f で使用したのと同じ仮想サー
バー名 ( たとえば、 SQLSERV\) と インスタンス名 ( たとえば、
SQLSERV\OVOPS) を使用します。

MS SQL Server のインス トール時に、 次の操作を行います。

• OVOPS という名前のインスタンスを作成する必要があ り ます。

• 混合モードの認証を選択する必要があ り ます。

• システム管理者 (sa) ユーザーのパスワードを割り当てます。 この

パスワードは、 後で OVO のインス トールでも使用するので、 忘れ

ないよ うにして ください。
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4 MS SQL Server 2000 SP3 またはそれ以上のセッ ト アップを実行します。

5 ステップ 1 で作成した名前付きパイプの別名を削除します。

タスク  4: SQL インスタンス OVOPS の設定

この手順は、 ク ラスタ化されていないリモート  MS SQL Server インス トールを使

用する  OVO のイ ンス ト ールの手順と同じです。 OVO ス ター ト ア ップ CD の
[Remote DB Creation] フォルダ ( リモート  データベースのセッ ト アップ ) を開

き、 Setup.exe を実行します。 51 ページの 「OVO リモート  データベース設定

ツール」 を参照して ください。 

MSSQL 仮想サーバーに接続し、 前のタスクで指定したシステム管理者 (sa) パス

ワードを入力します。

OVO のインストール

可用性の高い OVO インスト ールが機能するには、OVO の実行が指定されたすべて

のク ラ スタ  ノ ード に OVO をインスト ールする必要があり ます。 初のク ラ スタ

ノ ード へのインスト ールは、 それ以降のノ ード へのインスト ールと は異なり ます。

最初のクラスタ  ノードへの OVO のインストール

1 ク ラスタ  ノードを選択し、 そのシステムを、 初にインス トールするク ラ

スタ  ノード と して指定します。 アンインス トール時に、 このノードのアンイ

ンス トールを 後に行う必要があるので、 このノードを忘れないよ うにして
ください。

同一ク ラスタ内の別のノードで、 並行して OVO のインス トールを開始しないで

ください。 初のノードへのインス トールが正常に完了してから、 次のノードで

のインス トールを開始します。 すべての指定ノードでインス トールが完了するま

で、 これを繰り返します。

インス トール メディアに含まれるその他の製品 (SPI やアドオンなど ) をインス

トールする こ と もできます。 ただし、 SPI やアドオンをインス トールするには、

OVO を 初にインス トールするか、 OVO がすでにインス トールされている必要

があ り ます。
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2 OVOW 管理サーバー用に指定された共有ディ スクが使用可能であ り、現在の

システムにアクセス可能である こ と を確認します。 アクセスできない場合

は、Microsoft [ クラスタ  アド ミニス ト レータ ] を使用して、グループを現在

のノードに移動します。 
 

この図は、 OVO のインス トール前の OVO ク ラスタ  リ ソース  グループを示

しています。 共有ディ スクはオンラインで、 インス トールを行う 初のノー

ド と して指定されたノードによって所有されています。
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3 システムの CD ド ラ イブに OV Operations 7.5 for Windows ディ スクを挿入し

ます。 [ よう こそ ] 画面の [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 機能の選択 ] 画面に移動

します。

 

• Autorun が有効な場合、 インス トールが自動的に開始されます。

• Autorun が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  
autorun.vbs を実行します。
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4 [ 製品オプシ ョ ン ] 画面では、 [ コンソール、サーバー、およびエージェン ト ] のイ

ンス トールを選択します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 要件のサマリ ] 画面に移

動します。 プラ イマ リ  DNS サフ ィ ッ ク スを設定していない場合、 警告メ ッ

セージが表示されます。
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5 [ 要件のサマリ ] 画面には、インス トール対象と して選択した製品について実

行された要件チェ ッ クの結果が表示されます。 インス トールを続ける前に、

すべてのエラーを解決する必要があ り ます。

OVO の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 B、
「システム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

 

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ インストールの種類 ] ダイアログ ボッ クスを表示

します。 このダイアログでは、 単一システムへのインス トールと ク ラスタ環
境へのインス トールを選択できます。 可用性の高い OVO のインス トールで

は、 [ クラスタ ] を選択します。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 仮想サーバー情報

を入力します ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

.

ク ラスタに単一システム と してインス トールする こ と もできますが、
これはお勧めできません。  このよ う なインス トールでは、OVO の可用

性は、 ク ラスタ化されていない環境の単一システム  インス トールと変

わり ません。
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この時点で、 すべてのファ イアウォールを無効にします。 稼動してい

るファ イアウォールがあれば、 インス トール中は一時的に無効にして
く ださい。 フ ァ イアウ ォールが有効な場合、 インス ト ールする  Java
パッケージは失敗します。 
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7 [ 仮想サーバー情報を入力します ] 画面に、OVO 仮想サーバー名と  OVO 仮想

IP アドレスを入力します。 

• OVO 仮想サーバー名は、 完全修飾ド メ イン名 (FQDN) と して入力する必

要があ り ます。 

• OVO 仮想 IP アドレスは、ク ラスタが使用するネッ ト ワーク と同じネッ ト

ワークのものである必要があ り ます。 ただし、 現在使用している  IP を指

定するこ とはできません。

• インス トール プログラムによって IP が調べられ、IP が同じネッ ト ワーク

からのものでない場合は、 エラー メ ッセージが表示されます。 インス

トール プログラムは、 この情報に基づいて、 ク ラスタ  リ ソースを作成し

ます。 OVO 仮想サーバー名と  OVO 仮想 IP アドレスがク ラスタ  リ ソース

にすでに設定されている場合、これは失敗します。 この場合は、別の OVO
仮想サーバー名と  OVO 仮想 IP アドレスの入力が求められます。
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8 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ クラスタの共有ドライブの選択 ] ダイアログ ボッ

クスを開きます。このダイアログでは、OVO 共有データ  ファ イルをホスティ

ングする共有ディ スク と ク ラスタ  リ ソース  グループを選択できます。

 

すでに別のアプ リ ケーシ ョ ン  ( たとえば、 MS SQL Server やク ラスタ

クォーラム ) によって使用されているク ラスタ  リ ソース  グループまた

はリ ソース  グループの選択はサポート されません。

ASCII 文字以外の文字を含むリ ソース  グループの選択はサポート され

ません。詳細については、リ リース ノートのエン ト リ  QXCR1000125936
を参照してください。
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9 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [SQL Server 2000 リモート  データベース セッ ト

アップ ] ダイアログを開きます。 MS SQL 仮想サーバーの名前を入力します。

たとえば、 SQLSERV のよ うに、 MS SQL Server の短い名前を入力します。 
SQLSERV\OVOPS や sqlserv.domain.com のよ う な名前を入力しないでくださ

い。 また、 システム管理者 (sa) パスワード も入力します。
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10 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 使用許諾契約 ] 画面を開きます。 使用許諾契約書の

内容に同意し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続けます。 同意を拒否

した場合、 インス トールはキャンセルされます。

 

標準版ライセンスの取得については、 82 ページの 「ラ イセンス情報の入力」

を参照して ください。

11 [ インス トール先のフォルダ ] 画面では、デフォルトのインス トール先ディ レ

ク ト リ を使用するか、 別のディ レク ト リ を指定して OVO をインス トールす

るかを選択できます。 こ こで選択したインス トール先ディ レク ト リは、 この

CD から インス トールする他の OpenView 製品のデフォル ト  ディ レク ト リ と

して使用され、以後のインス トールではこのディ レク ト リ を変更できません。

初にインス トールする  OpenView アプ リ ケーシ ョ ンが、 OVO と、 Reporter、
OVPA などのその他の OpenView 製品のインス トール ディ レク ト リ を決定し

ます。

• デフォルトのインス トール先ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\HP OpenView\

• デフォルトのデータ  ディ レク ト リは次のとおりです。

C:\Program Files\HP OpenView\Data\
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• デフォルトの共有ディ レク ト リは次のとおりです。

<shared drive>\Program Files\HP OpenView\Data\shared\
この <shared drive> は、 [ クラスタの共有ドライブの選択 ] ダイアロ
グで割り当てた論理ド ライブです。

デフォルト以外のディ レク ト リにインス トールする場合は、 適切な [ 変更 ] 
ボタンをク リ ッ ク して、 [ 現在のインストール先フォルダの変更 ] ダイアロ

グ ボッ クスを表示します。 

デフォルトのインス トール先ディ レク ト リにインス トールする場合は、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。

 

インス トール ディ レク ト リ とデータ  ディ レク ト リは、どちら も ク ラス

タ共有ディ スクをポイン トできません。

共有ディ レク ト リ のド ラ イブを変更するには、 107 ページのステップ

8 に戻る必要があ り ます。
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[ インス トール先フォルダの変更 ] 画面は、 OV の 初のインス トール ( また

は、 初の OpenView 製品のインス トール ) でのみ表示されます。 ディ スク

容量が不足している場合は、 [OK] をク リ ッ ク したと きにメ ッセージが表示

されます。 表示されたメ ッセージ ボッ クスを閉じる と インス トール メ
ニューに戻り ます。

12 [ 管理サーバーの Admins アカウン トのセッ トアップ ] ダイアログ ボッ クス

で、 OVO 管理サーバーの一部の実行に使用する ド メ イン アカウン ト名とパ

スワードを指定します。

共有ディ レク ト リのド ラ イブを変更するには、 107 ページのステップ 8 に戻る必

要があ り ます。

インス トールの際に入力した HP-OVE-GROUP 名は、製品を完全にアン

インス トールしてから再インス トールしない限り変更できません。 ア
カウン ト名を指定する前に、 オンライン  ヘルプのセキュ リ ティに関す

る ト ピッ ク と、 34 ページの 「セキュ リ ティ要件」 を参照してください。
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OVO のク ラスタ  インス トールでは、 HP-OVE-User と  HP-OVE-GROUP だけ

でなく、 HP-OVE-ADMINS および HP-OVE-OPERATORS アカウン ト も ド メ

イン アカウン トにする必要があ り ます。

[OK] をク リ ッ ク してアップグレードを続けます。
112



第 5 章
13 [OVOW の Admins グループと  Operators グループのアカウン トのセッ ト

アップ ] ダイアログでは、 OVO オペレータ と管理者を識別するためのド メ イ

ン  ユーザー グループを指定します。

 

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ プログラムをインスト ールする準備ができました ] 
画面に進みます。
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14 これまでのダイアログで設定したインス トール情報を確認し、 [ インストール ]
をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。
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15 インス トール処理が進むと、次の例のよ うなさまざまなステータス  ダイアロ

グが表示されます。 各インス トール コンポーネン トがそれぞれのステータス

ダイアログを表示します。 たとえば、 ラ イセンス  コンポーネン ト、 レポート

コンポーネン ト 、グラフ作成コンポーネン ト、3 つの SPI が製品に含まれます。 

システムの処理速度と インス トールの際に選択されたコンポーネン トによっ
ては、 この処理に数分から  1 時間以上かかる場合があ り ます。
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16 完了画面が表示される と、 インス トールは終了です。 [ 完了 ] をク リ ッ ク して

インス トールを終了します。
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17 初のノードへの OVO のインス トールが完了する と、 選択した OVO ク ラス

タ  リ ソース  グループにいくつかの新しいク ラスタ  リ ソースが追加されます。

 

18 インス トール プログラムの終了時に、 基本ト レーニング チュート リ アルを参

照するよ うに求められます。 インス トール完了ダイアログの [チュート リアル開

始 ] ボッ クスにチェッ クマークを付けるだけで、チュート リ アルを表示できま

す。 このチュート リ アルは、 OVO の機能および製品概要を紹介し、 OVO の操

作を始める前に行う必要がある設定および配布の手順を詳細に説明します。
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残りのクラスタ  ノードへの OVO のインストール

1 システムの CD ド ラ イブに OV Operations 7.5 for Windows ディ スクを挿入し

ます。 次の質問が表示されます。 残りのノードに OVO をインス トールするに

は、 [ はい ] をク リ ッ クする必要があ り ます。

[ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トール プログラムは、 このク ラスタのア

クティブ ノードで稼動する  OVO を停止し、 リ ソースをインス トール対象

ノードに移動します。 これによ り、 同じ設定を繰り返さずにインス トール処

理を継続できるよ うに、 インス トーラに十分な情報が供給されます。

複数のノードで同時に OVO のインス トールを行わないでください。 OVO のイン

ス トールが完了してから、 次のノードへのインス トールを開始します。

残りのノードへのインス トールが完了するまで、 管理者とオペレータは OVO 管
理サーバーの機能を使用できません。 インス トール中に管理サーバーをオンライ

ンにしよ う と した リ、 OVO が使用するク ラスタ  リ ソース  グループを移動した り

しないでください。

残りのク ラスタ  ノードに OVO をインス トールするには、 初にインス トールし

たク ラスタ  ノードが稼動し、残りのノードからアクセス可能になっている必要が

あ り ます。

• Autorun が有効な場合、 インス トールが自動的に開始されます。

• Autorun が無効な場合は、 インス トール メディアのルートから  autorun.vbs
を実行します。
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2 OVO が現在のノードに移動される と、 HP OpenView Operations の [ よう こそ ]
画面が表示されます。 [ よ う こそ ] 画面の [ 次へ ] をク リ ッ クする と、 システム

要件のチェッ クが行われます。

3 [ 要件のサマリ ] 画面には、インス トール対象と して選択した製品について実

行された要件チェ ッ クの結果が表示されます。 インス トールを続ける前に、

すべてのエラーを解決する必要があ り ます。

OVO の正しいインス トールの妨げとなるエラーと警告については、 付録 B、
「システム要件のチェッ ク」 を参照して ください。

 

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [SQL Server 'sa' パスワードの確認 ] ダイアログ 
ボッ クスを開きます。
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4 [SQL Server 'sa' パスワードの確認 ] ダイアログには、 初のク ラスタ  ノー

ドへのインス トールで使用した、 MS SQL Server インスタンスのシステム管

理者 (sa) パスワードを指定する必要があ り ます。

 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ 使用許諾契約 ] 画面を開きます。 使用許諾契約書の

内容に同意します。 同意を拒否した場合、 インス トールはキャンセルされま

す。

標準版ライセンスの取得については、 82 ページの 「ラ イセンス情報の入力」

を参照して ください。 ク ラスタに OVO をインス トールする場合、 必要なラ

イセンスは 1 つだけです。 標準版ライセンスをすでに取得し、 インス トール

している場合は、 これを繰り返す必要はあ り ません。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 [ プログラムをインスト ールする準備ができました ] 
画面に進みます。
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6 これまでのダイアログで設定したインス トール情報を確認し、 [ インストール ]
をク リ ッ ク します。 インス トールが開始されます。

7 インス トール プログラムの実行中に、さまざまなステータス  ダイアログが表

示されます。 各インス トール コンポーネン ト がそれぞれのステータス  ダイ

アログを表示します。 たとえば、 ラ イセンス  コンポーネン ト、 レポート  コン

ポーネン ト、 グラフ作成コンポーネン ト、 3 つの SPI が製品に含まれます。 

システムの処理速度と インス トールの際に選択されたコンポーネン トによっ
ては、 この処理に数分から  1 時間以上かかる場合があ り ます。
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8 完了画面が表示される と、 インス トールは終了です。 [ 完了 ] をク リ ッ ク して

インス トールを終了します。

 

9 インス トールが完了する と、 そのノードで OVOW リ ソース  グループがアク

ティブになり ます。 このノードが、 OVO をインス トールする 後のク ラスタ

ノードである場合は、 OVO 仮想サーバーを任意のク ラスタ  ノードに移動で

きます。
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インストールの結果

OVO のインス トールが完了する と、 次のアクセスが可能とな り ます。

• [ スタート ] メニューにコンソールを開くためのフォルダが追加されます。

[ スタート ] → [ プログラム ] → [HP OpenView] → [ コンソール ]

• 1 枚目のインス トール CD の \Documentation\OVO Guides ディ レク ト リ

に格納されている  OVO のドキュ メン ト  (Adobe Acrobat .PDF 形式 ) が、 サブ

ディ レ ク ト リ  %OvInstallDir%\NLS\1033\Manuals にも格納されます。

利用できるすべてのドキュ メン トの リ ス トについては、付録 A、「ドキュ メン

ト 」 を参照して ください。

インストール ログ ファイル

インス トール後、いくつかのログ ファ イルが作成され、データ  ファ イル用の Data
ディ レク ト リのサブディ レク ト リ  log に格納されます。

%OvDataDir%\HPOVInstall
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OVO クラスタ  インストールの検証

ク ラ ス タ化された OVO が正し く インス トールされている こ と を検証する手順

は、 次のとおりです。

1 いずれかの管理サーバーで OVO コンソールを開きます。 次のよ うな警告が

表示されます。 [OK] をク リ ッ ク します。 

2 [ 完了 ] をク リ ッ クする と、OVO サーバーに割り当てられている仮想ノードに

接続します。
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3 OVO コンソールから  [ クラスタ  チェ ック  レポート ] ツールを実行します。

4 実行後、 ツールのステータスは [ 成功 ] とな り、 OVO に関連するク ラスタの

情報が次のよ うに [ ツールの出力 ] と して表示されます。
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5 Microsoft [ クラスタ  アド ミニス ト レータ ] を開き、 OVO リ ソース  グループ

を別のノードに切り替えます。

SPI またはアドオン製品のインストール

OVO の実行が指定されているすべてのノードへの OVO と コア SPI のインス トー

ルが完了する と、SPI またはアドオン製品をインス トールできるよ うにな り ます。

SPI またはアドオン製品をインス トールした後も  OVO のインス トールを機能さ

せるには、 SPI またはアドオン製品をすべてのノードにインス トールする必要が

あ り ます。 OVO は、 起動のたびにインス トールの整合性を調べ、 不整合が見つ

かった場合は起動されません。 SPI またはアドオン製品が不足している場合は、

Windows のイベン ト  ログにエン ト リが記録されます。 [ ツール ] → [OpenView
ツール ] → [ クラスタ  ツール ] から実行できるク ラスタ  チェッ ク  レポート  ツー

ルも、 同様のレポート を生成します。

SPI とアドオン製品のインス トールについては、 各製品のインス トール ガイ ドを

参照して ください。 アドオン製品のインス トール ガイ ドに特に明記されていな

い限り、 常に OVOW リ ソース  グループにインス トールします。
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OVO のアンインストールと

再インストール

この章で説明する内容は次のとおりです。

• Windows 管理ノードからのポ リシーとパッケージのアンインス トール

• スタンドアロン  インス トールと ク ラスタ化されたノードからの OVO のアン

インス トール

• リモート  データベースの削除

• OVO の再インス トール

Windows 管理ノードからのポリシーとパッケージ

のアンインストール

Microsoft Windows 管理ノードからポ リシーとパッケージを完全にアンインス トー

ルする手順は、次のとおりです。 この作業は、 ノードの管理を中止する場合、 また

は OVO およびすべての関連製品を完全に削除する準備を行う場合に行います。    

OVO のバージ ョ ンをアップグレードする場合は、 管理ノードからポ リ シーと

パッケージを削除しないでください。 
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1 OVO コンソールを開きます。

2 [ ノード ] ビューを開いて、 すべてのパッケージとポ リ シーを削除する管理

ノードを選択します。 ノードを右ク リ ッ ク し、 [ すべてのタスク ] → [ すべてア

ンインストール ] を選択します。

3 必要に応じて、 他の管理ノードでも この操作を繰り返します。

  

OVO のアンインストール

次に示す OVO のアンインス トール手順は、 ク ラスタ化されていない環境と、 ク

ラスタ化されている環境の両方に適用されます。

アンインストールの前提条件

OVO のイ ンス ト ール後にイ ンス ト ールしたすべての SPI と ア ドオン製品は、

OVO のアンインス トール前にアンインス トールする必要があ り ます。

1 すべての SPI を削除します。 アンインス トール方法については、 SPI の CD に
収録されている  OVO のインス トールおよびアップグレード  ガイ ドを参照し

て ください。

2 その他すべてのアドオン製品を削除します。 アンインス トール方法について

は、 それぞれのドキュ メン ト を参照して ください。

手動でインス トールした Windows 管理ノードをアンインス トールするには、ノー

ドに直接アクセスし、 [ アプ リ ケーシ ョ ンの追加と削除 ] 機能を使用して OVO
エージェン ト を削除する必要があ り ます。 

OVOW 7.5 では、 どのエージェン トが手動でインス トールされ、 どのエージェン

トが自動的にインス トールされたかをサーバーが認識しています。 手動でインス

トールしたエージェン ト をアンインス トール ( またはアップグレード ) しよ う と

する と、 メ ッセージが表示されます。

アンインス トール後、 いくつかのディ レク ト リや共有レジス ト リ  キーが残り ま

す。 それらを必要とする  OpenView 製品がなければ、 手動で削除できます。
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• NNM アダプタおよびアドオン製品の削除には、 [ アプリケーシ ョ ンの追

加と削除 ] を使用します。 

• 他の製品 (OVPM、OV Reporter、OVIS など ) が同じサーバーにインス トー

ルされている場合、 OVO for Windows と共通のコンポーネン ト が共有さ

れています。 これらの共有コンポーネン トは、その他の OV 製品によって

使用されない場合にのみ削除されます。

3 UNIX 管理ノードのエージェン ト を削除します。 OVO のオンライン ヘルプで

「環境の管理」 → 「ポ リ シーの管理と配布」 → 「配布関連のタスク」 の ト

ピッ ク 「UNIX ノードからのエージェン トの削除」 および 「Windows ノード

からのエージェン トの削除」 を参照して ください。 OVO の再インス トールを

計画している場合は、 管理ノードを削除する必要はあ り ません。

4 さ らに、 ク ラスタ  ノードから  OVO をアンインス トールする場合は、 次の前

提条件も満たす必要があ り ます。

• 初にインス トールを行ったク ラスタ  ノードからのアンインス トールは

後に行う必要があ り ます。 その他のノードでは、任意の順序でアンイン

ス トールできます。

• アンインス トールされる ノードは、 OVO ク ラスタ  リ ソース  グループの

所有者である必要があ り ます。 必要に応じて MS [クラスタ  アド ミニス ト

レータ ] を使用してグループを移動して ください。
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OVO のアンインストール手順

OVO をアンインス トールする手順は、 次のとおりです。

1 開いているすべての管理コンソール セッシ ョ ンを終了します。

2 [ プログラムの追加と削除 ] ダイアログを開きます。 現在インス トールされてい

るプログラムの リ ス トから  [hp OpenView Operations for Windows] を選

択し、 [ 変更 ] をク リ ッ ク します。 OVO のアンインス トーラが起動されます。 
インス トール CD から  autorun を再実行してアンインス トールを開始するこ

と もできます。
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3 [ よう こそ ] 画面で [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 [ プログラムの削除 ] 画面に移動し

ます。 
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4 [ プログラムの削除 ] ダイアログ ボッ クスの [ 削除 ] をク リ ッ クする と、 現在

のノードから  OVO が削除されます。

 

• 管理サーバー データベースも含め、OVO に関連するすべてのデータを削

除する場合は、 [ データベース ファイルをすべて削除して ください ] ボッ クス

にチェ ッ クマークを付けます。 選択内容を確認するプロンプ トが表示さ

れます。
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— このボッ クスにチェッ クマークを付けても、 リモート  データベース、

およびその他の OV 製品との共有データは削除されません。 

— リ モート  コンソールをアンインス トールする場合は、 このオプシ ョ

ンは使用できません。

• アンインス トールの完了後もファ イルやレジス ト リ設定 ( ポ リシー、ユー

ザーが作成したグラフ、 インス トルメンテーシ ョ ン  ファ イル、 ファ イア

ウォールの BBC 設定、 レジス ト リ内の特別なサーバー設定、 ユーザー

ロールなど ) を維持する場合は、 このボッ クスにチェ ッ クマークを付け

ません。 これによ り、 OVO を再インス トールする場合にデータを再利用

できます。

5 各種ステータス  ダイアログが表示されます。 次のダイアログ ボッ クスが表

示される と、 OVO のアンインス トールは完了します。

 

結果ログ ファ イルの内容を調べ、 アンインス トール エラーや、 アンインス トー

ル時に削除できなかったファイルを確認するこ とをお勧めします。
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リモート  データベースの削除

リモート  データベースを使用している場合、OVO データを完全に削除するには、

いくつかの手動操作を行う必要があ り ます。  [ プログラムの削除 ] 画面で [データ

ベース  ファ イルをすべて削除して ください ] ボッ クスにチェッ クマークを付けて

も、 リモート  データベースは削除されません (132 ページを参照 )。 リモート  デー

タベースを削除する手順は、 次のとおりです。

1 [ スタート ] → [ プログラム ] → [Microsoft SQL Server] → [Enterprise Manager]
を選択して、 Enterprise Manager を開きます。

2 左側のペインで [Microsoft SQL Servers] グループを展開します。 

3 [SQL Server Group] を展開します。

4 OVOW インスタンス  グループ (MSSQLSERVER\OVOPS) を展開します。

5 [Databases] フォルダをク リ ッ ク します。 

6 右側のペインで [openview] をク リ ッ ク し、 キーボードの [Delete] キーを押し

ます。 openview データベースの削除を承認します。 

7 右側のペインで [reporter]  をク リ ッ ク し、 キーボードの [Delete] キーを押し

ます。 reporter データベースの削除を承認します。 

8 左側のペインで [Security] フォルダを展開し、 [Logins] を選択します。

a 右側のペインで [openview] をク リ ッ ク し、 キーボード の [Delete] キーを押

します。 ログインと 、関連するデータベース  ユーザーの削除を承認します。 

b 右側のペインで [ovdb_user] をク リ ッ ク し、キーボード の [Delete] キーを押

します。 ログインと 、関連するデータベース  ユーザーの削除を承認します。 

c 右側のペインで [ovms_admin] をク リ ッ ク し、 キーボードの [Delete] キー

を押します。 ログイン と、 関連するデータベース  ユーザーの削除を承認

します。  

 必要に応じて [ データベースのバッ クアップと復元ヒ ス ト リ を削除す

る ] ボッ クスにチェッ クマークを付けてください。

 必要に応じて [ データベースのバッ クアップと復元ヒ ス ト リ を削除す

る ] ボッ クスにチェッ クマークを付けてください。
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OVO for Windows の再インストール

OVO for Windows の管理サーバーと リモート  コンソールの再インス トールは、ア

ンインス トール後に行う  2 回目のインス トールです。 管理サーバーでは、 データ

を再利用するか、 全く新し く インス トールするか ( この場合、 サーバー データ

ベース、 ポ リ シーなどは完全に再作成されます ) を選択できます。

管理サーバーの再インストール

OVO for Windows 7.5 サーバーの再インス トールでは、 次の 2 つのオプシ ョ ンを選

択できます。 どちらのオプシ ョ ンを選択する場合も、SPI (自動的にアンインス トー

ルされます ) や NNM Adapter も含めて、 既存のサーバーを事前にアンインス トー

ルする必要があり ます。 サーバーのアンインス トールでは、サーバーのエージェン

ト、 および収集されたパフォーマンス  データの削除も自動的に行われます。

インス トール手順については、 63 ページの 「OVO の標準インス トール」 を参照し

てください。 管理サーバーの設定にデータを再利用する場合、および再利用しない

場合の手順については、 138 ページの 「インス トール先ディ レク ト リ 」 を参照し

てください。
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データベース

ローカル

ローカル コンピュータ上のデータベース  ファ イルを再利用する場合は、 OVOPS
インスタンスが現在もインス トールされ、機能しているこ とを確認してください。

• 再インス トール時は、データベース  ファ イルが格納されている場所へのパス

を選択して ください。  
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• データベース  ファ イルの場所を指定する と きは、 [ 選択 ] をク リ ッ ク します。 

リモート

• ク ラスタ環境

— 従来使用していたデータベース と同じ リモート  データベースを選択し、
イ ンス ト ールと従来データを再接続し ます。 また、 別のデータベース
サーバーを選択するこ と もできます。  

— 単一の障害点の可能性が生じるため、 ク ラスタ内で実行していないデー
タベース  サーバーを選択しないでください。

• 単一システム / 非ク ラスタ環境

— リモート  データベースの使用を選択できます。 

— リモート  データベースを設定する と きは、 再インス トール時にローカル
コンピュータに MS SQL Server 2000 の OVOPS インスタンスが存在しな
いこ と を確認して ください (MSDE のインスタンスであれば問題あ り ま
せん )。 OVOPS インスタンスが検出された場合、 インス トール プログラ
ムは、 それを再利用するものと見なします。  詳細については、 71 ページ
を参照して ください。
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インストール先ディレク ト リ

 データを再利用する場合

• データを再利用する場合は、 従来のインス トールで使用していたインス トー
ル先ディ レク ト リ とデータ  ディ レク ト リ  ( および、 ク ラスタ環境では、 共有

ディ レク ト リ ) を使用します。  これによ り、 インス トールは古いデータに再

接続できます。 ただし、インス トルメンテーシ ョ ンに変更を加えた場合は、こ

れらのファ イルは新しいインス トールによって上書きされます。

• アンインス トール時に、 [ データベース  ファイルをすべて削除してく ださい ]
ボッ クス  (132 ページを参照 ) にチェッ クマークを付けないでください。

データを再利用しない場合

• データを再利用しない場合は、 OVO のアンインス トール時に [ データベース

ファイルをすべて削除して ください] ボッ クスにチェッ クマークを付けます。  

• また、 データ  ディ レク ト リ  ( インス トール時にデータの格納先と して指定し

たディ レク ト リ ) のすべての内容を削除したり、再インス トール時に別のディ

レク ト リ を選択する方法もあ り ます。  

リモート  コンソールの再インストール

OVO for Windows 7.5 リ モート  コンソールを再インス トールする手順は、 次のと

おりです。

1 [ プログラムの追加と削除 ] を使用して、既存のコンソールをアンインス トー

ルします。

2 OVO for Windows エージェン トが存在する場合は、 それを配布解除します。

3 2 回目のインス トールを実行します。

その他の OpenView 製品がインス トールされている場合は、 ディ レク

ト リ を選択できません。 これらの OpenView 製品のインス トールに適

用されているディ レク ト リ構造が検出され、 それが使用されます。
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インストール後の作業
この章では、HP OpenView Operations for Windows (OVO) のインス トール後に実行

できる次の項目について説明します。

• 140 ページの 「OVO の操作方法」

• 141 ページの 「コンソールの概要」

• 144 ページの 「設定可能な項目」
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OVO の操作方法

• 演習および例を交えて基本的なタスクの概要を対話式で説明するチュート リ
アルについては、 基本ト レーニング情報を参照して ください。 これは、 ヘル
プおよびインス トール メディアからアクセスできます。 インス トールの完了

後、 コンソールを 初に開いたと きに、 基本ト レーニング チュート リ アルを

表示するかど うかが確認されます。 チュート リ アルの 初のページは、 実行

する管理タスクの便利なチェッ ク リ ス ト と して使用できます。

• ノード、 ツール、 サービス、 ポ リ シー、 ユーザー ロールの設定、 ポ リシーの

配布、 およびデータベース保守などの管理タスクについては、 オンライン  ヘ
ルプを参照して ください。
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コンソールの概要

OVO コンソールを開きます。 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] → [HP
OpenView] → [ コンソール ] の順に選択して、 OVO 管理コンソールを起動します。

コンソール ツ リーで、 [Operations Manager] をク リ ッ ク します。 エン ト リの横の

プラス記号 ( [+] ) をク リ ッ ク し、ツ リー内のコンテンツを展開または縮小表示し、

コン ソール ツ リ ー内のナビゲー ト を実際に試してみます。 メ ッセージおよび

マップの表示に使用できるオプシ ョ ンを調べます。 次に簡単な説明を示します。

詳細はオンライン ヘルプを参照してください。

次の図は、 本製品の起動時に開くデフォル ト のコンソール ビューを示していま

す。 2 つのウ ィ ン ド ウが表示されます。 1 つはシステム インフラス ト ラ クチャの

マップ ビューです。 も う  1 つはメ ッセージ ブラウザです。 次のよ うに、 各ウ ィン

ド ウの左側にコンソール ツ リーが表示され、 右側に詳細ペインが表示されます。
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Microsoft Management Console (MMC) とそのメニュー

Microsoft Management Console (MMC) メ ニュ ー バーは、 前の図の一番上にある メ

ニュー バーです。 メ ニューには、 [ コンソール ]、 [ ウィ ンド ウ ]、 および [ ヘルプ ]
が含まれています。 MMC は、OVO などの管理ツールに対するソフト ウェア  フレー

ムワークです。 MMC メ ニュー バーからは、コンソール ウィ ンド ウの操作から新し

いコンソールの作成まで、 幅広いタスクを実行するこ と ができます。 MMC につい

ては、ヘルプ ト ピッ ク「 OpenView Operations for Windows と  MMC」、または Microsoft
の Web サイト  http://www.microsoft.com/japan/ を参照してく ださい。

Web コンソール インタフェース

HP OpenView Web Console は、 管理ノードで発生したイベン トによ り生成された

メ ッセージを迅速かつ簡単に表示および対応できるツールです。 どのよ う な場所

からも、 Internet Explorer または Netscape ブラウザを使用し、 メ ッセージの重要度

を一瞬で把握し、 その原因である問題を解決するための処置ができます。 サポー

ト されるブラウザのバージ ョ ンについては、第 2 章、「要件」を参照して ください。 

Web コンソールへのアクセス方法については、 オンラ イン  ヘルプの 「ワークス

ペースの管理」 の ト ピッ ク 「Web コンソールによる メ ッセージの参照」 を参照し

て ください。 Web コンソールには、 機能解説のヘルプが別途用意されています。

OVO メニュー

MMC メニュー バーの直下にある  OVO のメニュー バーを使用して、OVO のタス

クを実行できます。 項目を選択して右ク リ ッ クする とシ ョー ト カッ ト  メ ニュー

が表示されます。 このメニューも  OVO で頻繁に使われます。

詳細ペイン

詳細ペイン ( ウ ィ ンド ウの右側 ) には、リ ス ト 、メ ッセージ ブラウザ、およびマッ

プ ビューが表示されます。 これらのビューを並べて表示し、 複数のウ ィンド ウを

同時に参照するこ とができます。 
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コンソール ツリー

コンソール ツ リー ( ウ ィンド ウの左側 ) には、 次に示す OVO の主要コンポーネ

ン ト を表すフォルダがリ ス ト  ビューと して表示されます。

• サービス :  コンピューティング環境にある  1 つ以上のハード ウェアまたはソ

フ ト ウェア コンポーネン トによって提供される、 カスタマベース、 ユーザー

指向、 またはインフラス ト ラ クチャの機能です ( 電子メール、 ネッ ト ワーク

帯域幅、アプ リ ケーシ ョ ン  アクセスなど )。 ポ リシーは、指定されたサービス

利用者に対して適切なサービス  レベルが確実に提供されるよ うにするため

に役立ちます。

• ノード :  OVO 管理サーバーから管理できるコンピュータ  システムまたはイ

ンテ リジェン ト  デバイスです。 OVO では、Windows ノードおよび UNIX ノー

ドの両方を管理できます。

• ツール :  OVO では、 ツールはタスクの実行に使用するソフ ト ウェア プログ

ラムまたはコマン ドです。 たとえば、 URL、 実行ファ イル、 あるいは Visual
Basic ス ク リプ ト を リ モー ト の管理ノード上で実行するよ うに設定する こ と

ができます。

• ポリシー ( コンソール ツリーで [ ポリシー管理 ] の下に表示されています ) :
ネッ ト ワークおよびサービスの管理を自動化するために利用される仕様また
はルールです。 OVO 管理者は、 社内全体で一貫性のある自動管理を行うため

に、 管理ノードにポ リ シーを配布します。 ポ リ シーは、 管理ノードで監視お

よび記録する情報や、 管理サーバーからコンソールに転送するイベン トおよ
びメ ッセージを指定するテンプレート と見なすこ とができます。

— UNIX ノードに配布できる  UNIX 用のポ リ シーおよびツールが提供され

ています。

— Self Manager は、 管理サーバーおよび管理ノードに配布して、 OVO サー

バーおよびエージェン ト を管理するこ とができます。

• SPI:  Exchange アプ リ ケーシ ョ ンなど、 特定タイプのビジネス  アプ リ ケー

シ ョ ンやデータベースを管理するための、 あらかじめパッケージされたソフ
ト ウェアです。 SPI は OVO サーバーにインス トールされ、コンピュータ  シス

テムの運用を管理するために必要なデータ  ソース、 ポ リ シー、 診断ルール、

修正アクシ ョ ンを含んでいます。 SPI はヘルプ システムも備えているため、他

のタイプのドキュ メン ト も提供できます。
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設定可能な項目

管理者は、ソフ ト ウェアの特定の要素を設定するこ とができます。 次のリ ス トは、
設定タスクの概要を示しています。 

OVO の設定方法については、基本ト レーニング チュート リ アル、およびコンソー
ルからオンライン ヘルプを参照してください。 管理タスクの多くは、 管理者しか
実行できませんが、 すべてのユーザーが実行できるタスク もあ り ます。 それらの
タスクには、いずれもオペレータが実行する機能を管理するユーザー ロールを割
り当てるこ とができます。

• ユーザーの追加 : 適切なセキュ リ ティ  グループへのユーザー (OVO の管理者
およびオペレータ ) の追加。

• ノードの設定 : ノード  ( システム ) を、管理できるよ うに設定します。 設定す
る項目には、 管理するシステム  ( ノード ) の選択、 およびノード、 サービス
およびユーザー ロールが利用できるツールの選択があ り ます。 設定された
ノードは、 直ちに管理ノード とな り ます。 管理サーバーは、 インス トール時
に自動的に管理ノード と して追加されます。

• サービスの設定 :  ビジネス  サービスを OVO の機能に関連付けるには、 サー
ビス階層内のサービスの依存関係と、 関連するサービスのステータスに基づ
いてレベルを評価するルールを定義します。 開始する際には、ステータス伝達
およびステータスの計算ルールにデフォルト値を使用するこ とができます。

• ツールの設定 : オペレータが管理ノードおよびサービスに対して使用できる
ツールを指定します。 オペレータは許可されたツールを使用して、 メ ッセー
ジ ブラウザで報告された業務上重大な影響を与える問題の解決や、管理環境
に関する情報の報告を行います。 これらのツールは、 サービス、 管理ノード
およびユーザー ロールに関連付けるこ とができます。 またツールは、 定義済
みのノード  リ ス ト で実行するよ うに設定するこ と もできます。 

• ユーザー ロールの設定 : 管理者は、 特定の割り当てられたタスク と責任が重
点的に表示されるよ うに、 オペレータのビュー環境を設定するこ とができま
す。 特定のユーザーにロールを定義するこ とによ り、 オペレータに対し企業
情報を表示する方法や、 実行を許可するアクティ ビティの範囲を制御できま
す。 各ユーザーに特定のロールを適切に定義し割り当てるこ とで、 独自の特
殊技能や経験を持つ個人の集団全体に監視タスク と保守タス クを割り当て、
各自のコンソール表示方法をカスタマイズするこ とができます。

• サービス タイプの設定 : サービスのインスタンス作成時に使用するサービス
タイプのプロパティ を指定できます。 サービス  タイプはテンプレートに似て
いて、 特定のレポート、 グラフ、 ツール、 または配布パッケージに関連付け
るこ とができます。 このよ う な関連付けを行ったサービス  タイプは、 関連す
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第 7 章
るサービスのインスタンス作成時に使用されます。 各サービス  タイプに関連
付けられたツール、 レポート、 グラフ、 および配布パッケージは、 このサー
ビスの過去または未来の各インスタンスに関連付けられます。 サービス  タイ
プに属するサービスは、 すべてこの特性を持ちます。

• ポリシーの作成または編集 :  事前設定済みのデフォルト  ポ リ シーを使用する
ほかに、 1 つまたは複数のデフォルト  ポ リシーのバージ ョ ンをコピーして修
正するか、 またはいずれかのポ リシー タイプから新しいポ リ シーを作成する
こ とで、 ユーザー定義ポ リ シーを設定するこ とができます。 また、 メ ッセー
ジ ブラ ウザで受信した メ ッセージに関連する問題を解決するための自動ま
たはオペレータ起動コマンドを作成するこ と もできます。 

• メ ッセージ フ ィルタの設定 ( オペレータまたは管理者 ) :  メ ッセージ ブラウ
ザには、 管理サーバーで管理される ノードから受信したメ ッセージが、 管理
者による設定に基づいて表示されます。 オペレータはフ ィルタを設定するこ
とで、 特定の基準に合致したメ ッセージだけが表示されるよ うに、 メ ッセー
ジの表示方法をさ らにカスタマイズするこ とができます。

• 管理ノードのパフォーマンス データの収集 : HP OpenView Operations for
Windows エージェン トは、データを収集するすべての Windows 管理ノードに
配布されます。 

• パフォーマンス グラフの表示: 収集されたパフォーマンス  データに基づいた
グラフを表示するこ とで、 パフォーマンス上の問題を診断し、 傾向を検出で
きます。 デフォル トのグラフをカスタマイズした り、 独自のグラフを作成す
るこ と もできます。

• Microsoft Windows サービスの管理 : 事前設定済みのデフォルトのポ リシー
を使い、 その間に、 メ ッセージ ブラウザに表示されたイベン トから、 ニーズ
に正確に適合させるためのポ リシーの変更方法を判断します。

• UNIX ノードの管理 :  OVO には、 UNIX ノードを管理するためのエージェン
トが付属しています。 これらのエージェン ト をインス トールしてアクテ ィブ
化する と、 UNIX システムを管理するための事前定義済みデフォル ト  ポ リ
シーとツールを配布できます。

• Self Manager を使用した OVO の管理 : Self Manager は OVO サービスおよび
エージェン ト を管理します。 これは、管理サーバーに自動的に配布されます。
エージェン ト を管理するには、 管理ノードに Self Manager ポ リ シーを配布し
ます。
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A

ドキュ メン ト
OVO に関する情報は、 い くつかの情報源から参照できます。 環境設定の方法、

日々の管理作業、 およびコンソールでのメ ッセージ、 マップを用いたイベン トの
監視や解決に関して、 1,900 を超える ト ピッ クを含むヘルプ システムが主要な情

報源とな り ます。

• OVO のインス トール メディアには、広範な製品ドキュ メン トが用意されてい

ます。 

• 各 OVO コンポーネン トにはヘルプ システムも提供されています。 

• Adobe Acrobat PDF 形式のマニュアルが、製品 CD の \Documentation ディ

レク ト リに格納されています。 

• OVO for Windows に関連する  PDF ファ イルは、 管理サーバーの次のディ レク

ト リにインス トールされています。 
%OVInstallDir%\NLS\1041\Manuals\ 

この付録は、 インス トール、 アップグレード、 新リ リースに関する情報を参照
できる ドキュ メン トの一覧を示します。

• OVO for Windows

• SPI for Windows Operating System

• SPI for Unix Operating System

• SPI for WebServer
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ドキュ メン ト
• エージェン トのインス トール

• Network Node Manager

• NNMA のインス トール

• NDAOM のインス トール

• OpenView Performance Agent

• OpenView Performance Manager

• Reporter
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付録 A
HP OpenView Operations for Windows

ドキュ メン ト名 ファイルと場所 目的

チュート リ アル • インス トール後に自動表示

• ヘルプ システムの目次 : 
「 チュート リ アル」

• 基本的な設定およびセッ ト アッ
プ作業に関するチュート リ アル

• このチュート リ アルの参照を強
くお勧めします

OVO ヘルプ システム

( すべての手順および

作業 )

• OVO コンソールの 
[ ヘルプ ] ド ロ ップダウン メ
ニュー

• シ ョート カッ ト  メニュー

• ダイアログ ボッ クスの 
[ ヘルプ ] ボタン

• 管理サーバー上の
%OVinstalldir%\NLS\
1041\Help\console.chm 
を開き、 単独実行

• 設定作業

— ノードの設定

— サービスの設定

— ツールの設定

— ユーザー ロールの設定

— サービス  タイプの設定

• ポ リ シー関連作業

—  ポ リシーの作成、 編集、 配

布、 削除、 保存、 有効化、 無
効化

— エージェン トのインス トール
と削除

— ポ リ シーおよびポ リシー グ
ループ

• ポ リ シーの設定

— ソースの設定

— コマンド  ラ イン  プログラム

— ポ リ シー タイプ

• 提供される  SPI
— Windows OS SPI
— UNIX OS SPI
— WebServer SPI

• 購入したその他の SPI
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ドキュ メン ト
HP OpenView Operations 
インス トール ガイ ド  
バージ ョ ン 7.5

OVOW Install guide.pdf 

OV Operations 7.5 for Windows 
ディ スク  

インス トール要件、 インス トール手
順、 セキュ リ テ ィ情報を説明

HP OpenView Operations 
アップグレード  ガイ ド  
バージ ョ ン 7.5

OVOW Upgrade guide.pdf 

OV Operations 7.5 for Windows 
ディ スク

前のバージ ョ ンか ら  HP OpenView
Operations for Windows 7.5 へのア ッ

プグレード  プロセスを説明

OVOReadMe OVOReadMe.html 

OV Operations 7.5 for Windows 
ディ スク

新の変更内容と リ リ ース  ノー ト

を収録 

ドキュ メン ト名 ファイルと場所 目的
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付録 A
Smart Plug-in for Windows Operating System

Smart Plug-in for UNIX Operating System

Smart Plug-in for Web Server

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

Windows OS SPI 
リ リース  ノート

新規および更新された SPI の CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

WindowsOS ReleaseNotes.html

OVO スタート アップ CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

Smart Plug-In for Microsoft 
Windows Operating System に関

する情報を収録

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

UNIX OS SPI リ リース  
ノート

新規および更新された SPI の CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

UNIXOS ReleaseNotes.html

OVO スタート アップ CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

Smart Plug-In for Unix Operating 
System に関する情報を収録

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

Web Server リ リース  
ノート

新規および更新された SPI の CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

WebServer ReleaseNotes.html

OVO スタート アップ CD の 
\Documentation\ReleaseNotes

Smart Plug-in for Web Servers 
for OVO Windows に関する情

報を収録
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ドキュ メン ト
エージェン トのインス トール

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

Windows エージェン トの手動

インス トール

オンライン ヘルプ :  「環境の

管理」 → 「ポ リ シーの管理と

配布」 → 「配布関連のタスク」 
→ 「Windows へのエージェン

トの手動インス トール」

Windows へのエージェン トの

インス トールに関する情報を
提供

OVO エージェン トの ReadMe オンライン ヘルプ :  「環境の

管理」 → 「ポ リ シーの管理と

配布」 → 「配布関連のタスク」 
→ 「Windows コンピュータへ

のエージェン トの手動インス
トール」

ソフ ト ウェア要件とハード
ウェア要件、 およびインス
トール手順を紹介

UNIX コンピュータへのエー

ジェン トのインス トール

オンライン ヘルプ :  「環境の

管理」 → 「ポ リ シーの管理と

配布」 → 「配布関連のタスク」 
→ 「UNIX コンピュータへの

エージェン トのインス トール」

UNIX へのエージェン トのイ

ンス トールに関する情報を提
供

UNIX の OVO エージェン トの 
ReadMe

• AIX へのエージェン トのイ

ンス トール

• HP-UX へのエージェン ト

のインス トール

• Linux へのエージェン トの

インス トール

• OpenVMS へのエージェン

トのインス トール

• Solaris へのエージェン トの

インス トール

• Tru64 へのエージェン トの

インス トール

オンライン ヘルプ :  「環境の

管理」 → 「ポ リ シーの管理と

配布」 → 「配布関連のタスク」 
→ 「UNIX コンピュータへの

エージェン トのインス トール」

ソフ ト ウェア要件とハード
ウェア要件、 およびインス
トール手順を紹介
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付録 A
Network Node Manager 

NNMA のインストール  

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

Windows NT/2000 
インス トール ガイ ド

Installation_Guide.pdf 

Network Node Manager 
ディ スク

インス トールの要件と手順を
紹介 

HP OpenView ネッ ト ワーク  
ノード  マネージャ  ネッ ト ワー

ク管理ガイ ド  

Managing_Your_
Network.pdf

Network Node Manager 
ディ スク

ネッ ト ワーク管理に NNM 7.5 
を使用する方法を説明

A Guide to Scalability and 
Distribution for HP OpenView 
Network Node Manager 

Scalability_and_
Distribution.pdf

Network Node Manager 
ディ スク

HP OpenView ネッ ト ワーク  
ノード  マネージャ  7.5 リ リー

スに関する情報を収録

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

HP OpenView NNM Adapter for 
OVO for Windows

オンライン ヘルプの 「NNM ア
ダプタ」

更新機能と メ ッセージ サービ

ス機能、 NNMA ユーティ リ

ティ と問題解決機能など、 製
品に関する情報を収録

NNM Adapter のインス トール

の概要と前提条件

オンライン ヘルプの 「NNM 
Adapter」 → 「NNM Adapter の
インス トール」

インス トールの要件と手順を
紹介
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ドキュ メン ト
NDAOM のインストール  

Performance Agent

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

HP OpenView Network 
Diagnosis Add-On Module

オンライン ヘルプの 「Network 
Diagnosis Add-on module」

インス トール手順、 統合機能
など、 製品に関する情報を収
録

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

Performance Agent 
インス トール、 構成ガイ ド

mwainst.pdf 

Performance Agent ディ スク

インス トール手順と設定手順
を説明

Performance Agent 
ユーザー ガイ ド  

mwausers.pdf 

Performance Agent ディ スク

HP OpenView Performance 
Agent for UNIX 製品の概要と

使用に関する情報を提供

Performance Agent 
データーソース統合ガイ ド  

mwadsi.pdf 

Performance Agent ディ スク

HP OpenView Performance 
Agent の Data Source Integration 
(DSI) の概要、 情報、 および使

用例を提供

Performance Agent Dictionary of 
OS Performance Metrics 

MWA-metrics.pdf 

Performance Agent ディ スク

使用できるオペレーティング 
システム のメ ト リ ッ クを示す

リ ファレンス  マニュアル

リ リース  ノート  mwa

Performance Agent ディ スク

HP OpenView Performance 
Agent リ リースの情報を提供
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付録 A
Perfomance Manager 

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

インス トール前に ReadMeFirst.htm

HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

HP OpenView Performance 
Manager をインス トールする

前の留意点

What's New WhatsNewWithOVPM.pdf

HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

HP OpenView Performance 
Manager 5.0 リ リースの新機能

の概要を紹介

OVPM リ リース  ノート OVPMReleaseNotes.htm 

HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

HP OpenView Performance 
Manager 5.0 リ リースの情報を

提供

ユーザー ガイ ド、

チュート リ アル

OVPMUserGuide.pdf 

HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

HP OpenView Performance 
Manager の製品概要と使用に

関する情報を提供

管理者ガイ ド OVPM_admin_guide.pdf 

HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

設定、 セキュ リ ティ、 ト ラブ
ルシューティングなど、 管理
者の作業を説明

PerfView から  OVPM への移行 PVMigrate.pdf、 
PVtoOVPM.pdf
HP OpenView Performance 
Manager ディ スク

HP PerfView の顧客情報の移行

に関する情報を収録
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ドキュ メン ト
Reporter

ドキュ メン ト名 ファイルまたは場所 目的

コンセプ ト  ガイ ド ConceptsGuide.pdf

Reporter ディ スク

製品の概要および機能を説明

インス トール、 構成ガイ ド Install_Config.pdf 

Reporter ディ スク

インス トール手順を説明

ReadMeFirst ReadMeFirst.htm 初の手順のガイ ド

Reporter リ リース  ノート  reporterreleasenotes.htm

Reporter ディ スク

HP OpenView Reporter 3.6 
リ リースの情報を提供

Reporter リ リース  ノート OVO スタート アップ CD の 
\Documentation\
Release Notes\
Reporter3.6ReadMe

OVO の統合と設定に関する

情報を収録

注意 : Reporter の完全バージ ョ ンをインス トールした場合、 これらのドキュ メン トはハードディ

スクにインス トールされます。
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B

システム要件のチェ ック
FDR25430 -  ( )

 1 OVOW 7.5 

 1 - 

 (E) 

 (W) 

 / 

5001 E 

MSI 

 2.0 
5002 E 

setup.exe

5003 E Windows 

Internet Explorer 

 5.0 

5004 E Internet 

Explorer 5 

 O/S 

5005 E 

Windows 2000 Windows XP

Windows 2003 Server 
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システム要件のチェ ック
VantagePoint for 

Windows 

5006 E VantagePoint for 

Windows 

system32

VantagePoint for 

Windows 

5007 E  VanatagePoint for 

Windows system32

:  / 

OVOW 

7.10 

5008 E OpenView Operations for Windows 

A.7.0x 

 A.07.10 

OVOU 5009 E OpenView Operations for UNIX 

OpenView Operations for Windows 

OVOW 

 7.50 

5010 E  OpenView Operations for 

Windows  ( <DETECTED 

VALUE>)

 OV 5011 E  1

 O/S  32 5012 E OpenView Operations for Windows 

32

Windows Scripting 

Host

5.0 

5013 E Windows Scripting Host  X.X 

 5.0 

Windows Scripting Host 
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付録 B
%TMP%

%TEMP%

5014 E %TEMP% ( %TMP%)

%Path%

Wbem

7001 W %Path%  %windir%\system32\Wbem 

Path

 O/S 

Windows 2000 Server 

SP2

5015 E 

<DETECTED VALUE>

Windows 2000 Server (SP2 )

Windows 2003 

 O/S 

Windows 2000 Server 

SP4

 Windows 

2003 SP0 

7012 W 

<DETECTED VALUE>

 Windows 2000 Server (SP2  SP4) 

Windows 2003 SP0 

 512 MB 

5016 E  (<DETECTED 

VALUE>)

512 MB 

1,024 MB 

 512 MB 

5017 E  (<DETECTED 

VALUE>)

512 MB 

768 MB 

5019 E  (<DETECTED

VALUE>)

 (

2)
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システム要件のチェ ック
SNMP 5020 E SNMP 

SNMP 

DHCP 5021 E DHCP 

DHCP 

TCP/IP 5022 E TCP/IP 

TCP/IP

IIS 5024 E IIS 

IIS 

 1,024 MB 

7002 W  (<DETECTED 

VALUE>)  1,024 MB 

 DNS 7003 W  DNS 

Internet Explorer 

 5.5 

7004 W  Internet Explorer 

<DETECTED VALUE> Web 

 5.5 

IIS 7005 W IIS World Wide Web Publishing 

 768 MB 

7010 W  (<DETECTED 

VALUE>)  768 MB 
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付録 B
MDAC 7011 W  MDAC (Microsoft Data Access 

Components) <DETECTED 

VALUE> MDAC  %s 

 O/S 

Windows XP SP0

 Windows 2000 

SP0  Windows 

2003 SP0 

5025 E 

<DETECTED VALUE>

Windows XP (SP0 )

Windows 2000 Server (SP2 )

Windows 2003 

 O/S 

Windows XP SP1

 Windows 2000 

Server SP4

Windows 2003 SP0  

7013 W 

<DETECTED VALUE>

Windows XP (SP0  SP1)

Windows 2000 (SP0  SP4)

Windows 2003 SP0 

 512 MB 

5026 E  (<DETECTED 

VALUE>)

512 MB 

768 MB 

 256 MB 

5027 E  (<DETECTED 

VALUE>)

256 MB 

512 MB 

5028 E  (<DETECTED

VALUE>)

 (

2)
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システム要件のチェ ック
 768 MB 

7008 W  (<DETECTED 

VALUE>)  768 MB 

 512 MB 

7009 W  (<DETECTED 

VALUE>)  512 MB 

5029 E 

 NTFS 

5030 E 

NTFS 

NNN

NN

5031 E 

 ( )

 3 

 ( )

[ ]

 ( )
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索引
数字

7.5 後のサポート終了 , 4

7.5 でのサポート終了 , 4

A
Active Directory, 13, 16, 23, 30, 34, 97
Autorun, 67

D
DCE

Windows 管理ノード との通信 , 31
DCE RPC, 31
DHCP, 33

DNS 検出 , 23

H
HP ITO, 19, 37, 38
HP ITO Account, 39, 38
HP-OVE-GROUP, 35

ド メ イン  インス トール , 79
変更不可能に関する警告 , 111

HP-OVE-GROUP アカウン ト , 35

I
IIS, 26
Internet Information Services (IIS), 26

IP アドレス , 33

L
LocalSystem アカウン ト , 37

M
MMC

リモート  コンソールのサポート条件 , 79
MSDE, 50, 96

O
opc_op アカウン ト , 40
opc_op, 38
OpenView Performance Agent (OVPA), 32
OVO CD, 14
OVO for Windows

インタラ クティブ チュート リ アル , 140
コンソールの概要 , 141
主要コンポーネン ト , 143
設定タスク , 144
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索引
OVO for Windows の再インス トール , 135
データの再利用 , 138
データの再利用なし , 138

OVPA, 32

S
Smart Plug-in

UNIX Operating System 対応 , 13
Web Server 対応 , 14
Windows Operating System 対応 , 13

SPI
Smart Plug-in for Web Server, 14
UNIX OS SPI, 13
Windows OS SPI, 13

SQL Server 2000 のサポート , 31

U
UNIX

エージェン トの手動インス トール , 19, 32
UNIX OS SPI, 13

W
Web コンソール , 24, 142
Windows NT, 33
Windows OS SPI, 13

Windows 管理ノード

ポ リシーとパッケージのアンインス トー
ル , 127

あ

アカウン ト , 38
LocalSystem, 37

アップグレード , 25

アンインス トール
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